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４ 配慮書に記載する事項の検討

対象事業の各案を対象に、配慮書に記載する事項について検討した結果を以下に示す。

検討に当たっては表 4-1に示す予測手法及び評価の視点で行った。

また、予測、評価を行うにあたって想定した各案の事業内容を表 4-1 に示す。なお、現段階

では風車の基数、配置等の具体的な計画は決まっていないため、想定した各案の事業実施想定

区域において地形等を考慮しながら想定で設定したものである。

表 4-1(1) 本対象事業における計画段階配慮事項に関する評価指標

対象項目 予測手法 評価の視点 備考

事業計画地から 0.5km、

１km、２km範囲内に存在

する民家の数

民家の数が少ない

こと

騒音・超低周波音

事業計画地から最寄りの

民家までの距離

最寄りの民家まで

の距離が遠いこと

－

希少猛禽類

事 業 計 画 地 か ら 概 ね

２km※範囲内に生息する

イヌワシ、クマタカの生

息の可能性の有無

希少猛禽類の生息

の可能性が低いこ

と

“営巣の可能性”の

考え方もあるが、滋

賀県等とのヒアリ

ングや計画段階配

慮段階であること

を踏まえ、“生息の

可能性”とした

動

物

渡り鳥

（タカ類）

事業計画地周辺でのタカ

渡りルートとの位置関係

タカ渡りルートか

ら距離が遠いこと

－

植 物

事業計画地（尾根両側の

想定改変区域）における

重要な群落の改変面積

重要な群落の改変

面積が小さいこと

重要な群落は既存

資料調査で位置情

報を把握可能な「環

境省特定植物群落」

とした

注：※ 希少猛禽類の調査範囲は、生息が予測されたクマタカの巣間距離の平均は約 4km と言われていることか

ら（滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版、滋賀県、2000 年）、その距離の半分を１つがいの主な行

動範囲と考え 2km とした。
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表 4-1(2) 本対象事業における計画段階配慮事項に関する評価指標

対象項目 予測手法 評価の視点 備考

生態系

事業計画地（想定改変区

域）における重要な自然

環境のまとまりの場（自

然林）の改変面積

重要な自然環境の

まとまりの場及び

全体の改変面積が

小さいこと。

生態系は、そのまと

まりを場として捉

えることが重要な

ため、想定改変区域

だけでなく周辺（業

計画地から 2km範囲

内）との比較も行っ

た。

景 観

事業計画地から５km※範

囲内に存在する事業計画

地が視認できる主要な眺

望点の数

主要な眺望点の数

が少ないこと

本業務はモデル事

業であることを踏

まえ、参考に、山並

みが背景となる琵

琶湖の湖岸からの

眺望状況も比較し

た

人と自然との触れ

合いの活動の場

事業計画地と人と自然と

の触れ合いの活動の場で

ある高島トレイルとの位

置関係

最寄りの主要な人

と自然との触れ合

いの活動の場との

位置が離れている

－

注：※ 「景観対策ガイドライン（案）」（1981 UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会）を参考に、“圧迫感

は受けないが、比較的細部まで良く見えるようになり、気になる”とされている視角 3°を基に、風車の

高さ120mと想定した場合の視角3°付近の距離2.5kmに、風車の配置想定距離約2～3kmを考慮し5km

とした。

表 4-2 予測、評価に際し想定した主な諸元

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

想 定 設 備 容 量 24,000kW 30,000kW 24,000kW

想 定 基 数 12基 15基 12基

想 定 発 電 容 量 2,000kW/基 2,000kW/基 2,000kW/基

想 定 ロ ー タ 直 径 80ｍ 80ｍ 80ｍ

想 定 ハ ブ 高 さ 80ｍ 80ｍ 80ｍ

想 定 改 変 面 積 ※ 約 45ha 約 46ha 約 45ha

そ の 他 － 林道利用 －

注：改変面積の設定にあたっては、風車１台あたり 2,000m2、管理用道路は幅員 5mに余裕をみて復員 9m

とし、既設林道は既に復員 3mが存在するとして想定して算出した。また、風車は 200m 間隔とした。
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（１）騒音・超低周波音

１）調査・予測手法

設定した複数案を対象に、以下の手順で一定範囲内に位置する民家の戸数を整理した。

○ 事業計画地における想定した風車設置ラインから 0.5km、1km、2km 範囲内に含まれ

る建築物の戸数を整理

整理に用いたデータは「国土地理院基盤地図情報縮尺レベル 25000 建築物の外周

線のＧＩＳデータ」

ただし、民家以外も集計されるため、周辺 500m範囲については住宅地図により確認

次に、事業計画地から最寄りの民家までの距離を整理し、各案について比較した。

○ 事業計画地における想定した風車設置場所から最寄りの民家を地形図及び住宅地図

で確認し、直線距離を推定

２）調査・予測結果

事業計画地から一定の範囲内に位置する民家の戸数、及び最寄りの民家までの距離を表4-3

に示す。また、事業計画地の概ね 1km範囲と最寄りの住居の位置を図 4-1に示す。

いずれの案も 500m以内に民家は位置していない。Ａ案は 1km以内に民家は存在せず、２km

範囲内に 79 戸が位置している。B 案は１km 範囲内に９戸、２km 範囲内には 149 戸が位置し

ている。C案は１km範囲内に 11戸、２kmの範囲内には 192戸が位置している。

また、最寄りの民家までの距離が最も近いのは C案で、約 0.8km となっている。

表 4-3 調査・予測結果（騒音・超低周波音）

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

0.5km １km ２km 0.5km １km ２km 0.5km １km ２km

民家の戸数
0 0 79 0 9 149 0 11 192

最寄りの民家

までの距離

（直線距離）

約 1.1km 約 0.9km 約 0.8km

注：1．国土地理院基盤地図情報縮尺レベル 25000 建築物の外周線のＧＩＳデータ及び住宅地図を用いた。

2．ＧＩＳデータでは、A 案、B 案の 500m 範囲内でそれぞれ１件集計されたが、住宅地図等で確認した結果、

民家ではなかったことから集計から除外した。

3．民家の戸数は、それぞれ 0～0.5km、0～1km、0～2km 範囲内の戸数を示す。

4．最寄りの民家までの距離は大よその直線距離であり標高は考慮していない。
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３）評価結果

各案について予測結果を比較することで評価した。評価結果を表 4-4示す。

１km 範囲内においては、A 案が０戸、B 案が９戸、C 案が 11 戸と複数案の中で A 案が少な

かった。2km範囲内では C案が 192戸、B案が 149戸、A案が 79戸の順であった。

また、最寄りの民家までの距離は、A 案が約 1.1km、B 案が約 0.9km、Ｃ案が約 0.8km と各

案とも 0.1～0.3km の差であった。

表 4-4 評価結果（騒音・超低周波音）

予測手法 評価の視点 範囲 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

0.5km ０戸 ０戸 ０戸

１km ０戸 ９戸 11戸

事業計画地か

ら 0.5km、１km、

２km 範囲内に

存在する民家

の戸数

民家の戸数

が少ないこ

と

２km 79戸 149戸 192戸

事業計画地か

ら最寄りの民

家までの距離

民家等まで

の距離が遠

いこと
直線距離 約 1.1km 約 0.9km 約 0.8km
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図 4-1 事業計画地と住居の位置関係



173

（２）鳥類（希少猛禽類、渡り鳥）

１）調査・予測手法

① 希少猛禽類

設定した複数案を対象に、以下の手順でイヌワシ、クマタカの生息状況を整理し、各案

について比較した。調査・予測手法の詳細は、表 4-5に示すとおりである。

○ 既存資料調査により、事業計画地及びその周辺地域のイヌワシ、クマタカの生息状

況を整理

※調査範囲は、高島市域とした。

○ 現地調査により、生息ペアの数とおおよその配置を整理

※調査範囲は、生息が予測されたクマタカの巣間距離の平均は約 4km と言われていることから

（滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版、滋賀県、2000 年）、その距離の半分を１つがい

の主な行動範囲と考え、事業計画地から 2km に設定した。

○ 専門家ヒアリングにより、高島地域におけるイヌワシ、クマタカの生息状況を整理

○ 既存資料調査、現地調査、専門家ヒアリングを踏まえ、総合的に評価

検討にあたっては、対象種毎の生息状況を的確に把握する必要がある。本地域の場合、

特に希少猛禽類イヌワシ、クマタカの生息ゾーンであることから、より的確に情報収集を

行うことが重要である。一方、複数案及びその周辺地域におけるこれら鳥類の生息に関す

る既存資料が少なかったため、現地調査及びヒアリングも行い、検討に必要な情報を得る

こととした。特に以下の点に留意して検討を行った。

◆ イヌワシの行動圏内かどうか

イヌワシは、「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き(2011)」の 2

次メッシュレベルにおけるイヌワシ、クマタカ及び風車の分布によると、複数案全てが

生息域の 2次メッシュに属している。ただし、2次メッシュは、概ね東西 11ｋｍ×南北

9ｋｍの大きいこと、複数案を含む 2 次メッシュの東側に隣接する 2 次メッシュは非生

息域であるため、複数案におけるイヌワシの生息実態を比較整理するのは困難であった。

また、「滋賀県イヌワシ・クマタカ保護指針(2002)」においては、高島市域のほとんど

がイヌワシ分布想定範囲に含まれているが、具体的な生息地の情報はなかった。よって、

既存資料調査だけでなく、現地調査及びヒアリングを行い、複数案及びその周辺地域が、

イヌワシ行動圏内かどうかを見極めることとした。

◆ クマタカの生息密度が高いか、未生息域があるか

クマタカは、「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き(2011)」の 2

次メッシュレベルにおけるイヌワシ、クマタカ及び風車の分布によると、複数案全てが

生息域の 2次メッシュに属している。また、「滋賀県イヌワシ・クマタカ保護指針(2002)」

によると、滋賀県の山間部のほとんどに生息していると推定されており、本地域におい

ても、一定の生息数が想定される。このように比較的生息数が多いと予測されるクマタ

カについて影響の程度を把握するためには、生息密度や未生息域があるかどうかの情報
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が重要である。既存資料調査では、十分な情報が得られなかったため、現地調査及びヒ

アリングを行い、複数案及びその周辺地域におけるクマタカの生息密度、平野部に接す

るＢ案が未生息域かどうかなど、影響の程度を見極めることとした。

表 4-5 希少猛禽類の調査・予測の詳細

対象項目 既存資料調査 現地調査 調査・予測内容 ヒアリング

希少

猛禽類

① 調査範囲

高島市域

② 既存資料

「鳥類等に関する

風力発電施設立地

適正化のための手

引きの 2次メッシュ

レベルにおけるイ

ヌワシ、クマタカ及

び風車の分布(環境

省 2011年)」

「 滋 賀 県 イ ヌ ワ

シ・クマタカ保護指

針 ( 滋 賀 県 2002

年)」

「琵琶湖湖西地方

におけるイヌワシ

の生息・繁殖状況

（日本イヌワシ研

究 会 誌 1992 年

No.9:66-69）」

① 対象種

イヌワシ

クマタカ

② 調査範囲

複数案（A、B、C）

及びその周辺（概ね

2km）

③ 方法

定点観察及びルー

ト観察により生息ペ

アの有無と行動圏の

おおよその配置を把

握する。

④ 頻度、時期等

定点観察

2地点×3日×3回

（6月、7月、10月）

・イヌワシは、計画

地点の尾根が行

動圏内に含まれ

るかどうかの比

較整理

・クマタカは、計画

地点の尾根を行

動圏の境界とす

る複数のペアが

生息しているか

どうかの比較整

理

現地調査結果を報

告するとともに、

高島市内における

イヌワシ、クマタ

カの生息実態をヒ

アリングした。

② 渡り鳥

設定した複数案を対象に、以下の手順で渡り鳥の生息状況を整理し、各案について比較

した。調査・予測の詳細は、表 4-6に示すとおりである。

○ 既存資料調査により、事業計画地及びその周辺地域の渡り鳥の生息状況を整理

※調査範囲は、高島市域とした。

○ 現地調査により、渡りのルートと高度を整理

※調査範囲は、既存の渡り情報のあった箱館山に近いＢ案周辺とした。

○ 専門家ヒアリングにより、高島地域における渡り鳥の生息状況を整理

○ 既存資料調査、現地調査、専門家ヒアリングを踏まえ、総合的に評価

検討にあたっては、対象種毎の生息状況を的確に把握する必要がある。本地域の場合、
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特にハチクマ等タカ類の渡りルートが近いことから、より的確に情報収集を行うことが重要

である。一方、複数案及びその周辺地域におけるハチクマの渡りの具体的な位置情報が少な

かったため、現地調査及びヒアリングも行い、検討に必要な情報を得ることとした。特に以

下の点に留意して検討を行った。

◆ ハチクマの渡りルートがＢ案を通過するか

Ｂ案の東側の約2.5ｋｍに位置する箱館山を北から南側に向かって通過するという既

存情報が得られたが（今津町 1999 年）、具体的なルートや飛行高度に関する情報がな

かった。既存資料調査では、十分な情報が得られなかったため、現地調査及びヒアリン

グを行い、複数案及びその周辺地域をハチクマの渡り個体がどの程度の量でどのルート

を通過し、どの程度の高度かなど、影響の程度を見極めることとした。

表 4-6 渡り鳥の調査・予測の詳細

対象項目 既存資料調査 現地調査 調査・予測内容 ヒアリング

渡り鳥

(タカ類)

① 調査範囲

高島市域

② 既存資料

「鳥類等に関する

風力発電施設立地

適正化のための手

引きの 2次メッシュ

レベルにおける猛

禽類の渡り情報(環

境省 2011年)」

「今津の自然－四

季のガイドブック

(今津町 1999年)」

① 対象種

ハチクマ

② 調査範囲

予測される渡りル

ートに近いＢ案及び

その周辺を主とした

③ 方法

定点観察により渡

りルートの位置と高

度を把握する。

④ 頻度、時期等

定点観察

2地点×3日×1回

（9月）

ハチクマの渡りの

個体数、ルート、

高度について比較

整理

現地調査結果を報

告するとともに、

高島市内における

渡り鳥の状況をヒ

アリングした。

２）調査・予測結果

希少猛禽類についてはＡ案、Ｂ案、Ｃ案ともにイヌワシ、クマタカの行動圏内に含まれて

いた。渡り鳥については、Ａ案は、渡りルートであるという情報は得られなかったが、Ｂ案、

Ｃ案はともに渡りルートの一部であった。このように、鳥類（希少猛禽類、渡り鳥）の観点

からは、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案ともに、重要な生息地及び移動ルートの一部になっており、いず

れの場合においても、影響があると予測された。

① 希少猛禽類

複数案の比較整理の結果は表 4-7 に示すとおりである。Ａ案、Ｂ案、Ｃ案ともに、希少猛

禽類イヌワシ、クマタカの行動圏に含まれていると考えられる。イヌワシについては、安定

した生息地であるかどうかは不明であるが、現地調査により、Ｂ案付近で成鳥が確認された。
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クマタカについては、現地調査により、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案で確認された。現地調査は、アセ

スメントの本調査と比較すると簡便であったが、そのわりに確認回数が多く、ヒアリング結

果も踏まえるとＡ案、Ｂ案、Ｃ案いずれにおいてもクマタカの生息域に含まれていると考え

られる。

表 4-7 調査・予測結果（希少猛禽類）

項目 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

イヌワシの生息の有無 有 有 有

クマタカの生息の有無 有 有 有

② 渡り鳥

複数案の比較整理の結果は表 4-8に示すとおりである。

Ａ案は、渡りルートの情報は得られなかったが、Ｂ案、Ｃ案はともに渡りルートの一部で

あった。Ｂ案の東側の約 2.5km に位置する箱館山を北から南側に向かって通過するという既

存情報があったため、Ｂ案付近の通過状況を重点的に調査したが、3 日間の調査でハチクマ

189 個体の渡りが確認された。ルートは箱館山から南西方向（Ｂ案）へ移動するルートで、

高度は、計画地点に風車が建設された時の位置よりさらに上空を通過する個体がほとんどで

あった。高度は、その時の天候や風などの気象に左右されるため、条件によっては低空を飛

行する場合が考えられる（ヒアリングより）。

表 4-8 検討結果（渡り鳥）

項目 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

ハチクマ渡りルートとの位置関係 ルート情報

なし
ルート内 ルート内
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３）評価結果

複数案の評価結果は表 4-9 に示すとおりである。希少猛禽類についてはＡ案、Ｂ案、Ｃ案

ともにイヌワシ、クマタカの行動圏内に含まれていた。渡り鳥については、Ａ案は、主要な

渡りルートではなかったが、Ｂ案、Ｃ案はともに渡りルートの一部であった。このように、

Ａ案、Ｂ案、Ｃ案ともに、鳥類（希少猛禽類、渡り鳥）の観点から差は少なく、いずれの案

についても影響があると考えられた。

また、滋賀県自然環境保全課では、イヌワシ、クマタカの生息域における風力発電事業に

対してはこれまで前例が無く、地域特性及び事業特性を踏まえると特に慎重な検討を要する

事業として、現時点では環境影響評価の対応方針を検討中とのことであった。

表 4-9 評価結果

予測方法 評価の視点 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

事業計画地から概ね

2km の範囲内に生息す

るイヌワシ、クマタカ

の生息の有無

希少猛禽類の

生息の可能性

が低いこと
希
少
猛
禽
類（補足）

“営巣の可能性”の考え方もあるが、
滋賀県等とのヒアリングや計画段階配
慮段階であることを踏まえ、“生息の可
能性”とした。

イヌワシ有

クマタカ有

イヌワシ有

クマタカ有

イヌワシ有

クマタカ有

既存の渡り情報のあ

った箱館山に近いＢ

案周辺を通過するハ

チクマの渡りの状況

を整理し比較

ハチクマ渡り

ルートまでの

距離が遠いこ

と
渡
り
鳥

（補足）
ルート、高度は調査日の天候により左
右されることにも考慮

ルート外

（情報なし）
ルート内 ルート内
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（３）植物

１）調査・予測手法

設定した複数案を対象に、既存資料調査により重要な植物を整理し、各案について比較し

た。重要な植物については、本地域の場合、特にブナ林などの森林植生の占める割合が多い

ことから、重要性ランクの高い森林性の植物が生育している可能性がある。一方、複数案及

びその周辺地域における植物の位置情報はほとんど得られない。よって、計画段階配慮とし

ては位置情報が明確な「環境省特定植物群落」を重要な植物として、その改変面積を整理し

た。

※改変面積の算出は、風車の位置や管理用道路の位置に不確実性が伴うため、事業計画地の尾根両側 10

ｍ（Ａ案、C案）及び 8m（Ｂ案）を想定改変区域とすることにより行った。10ｍ及び 8mのバッファは、

風力設備と管理用道路の推定改変面積の合計を延長距離で除した値である。風力設備の推定改変面積

は標準的な改変面積（1基当たり）をもとに、管理用道路の幅員を 5ｍと想定して、余裕を見て 9mと

した。また、既設林道を利用する場合（Ｂ案）は、既設林道を 3ｍとした。また、資機材輸送路によ

る「環境省特定植物群落」の改変はなかった。

２）調査・予測結果

複数案の比較整理の結果は表 4-10に示すとおりである。Ａ案は、環境省指定の特定植物群

落「今津町武奈ヶ岳のブナ－オオバクロモジ群集」(87.7ha)のうち、一部改変(1.7ha,約 2%)

が予測される。Ｂ案、Ｃ案は環境省指定の特定植物群落は改変なしと予測された。

表 4-10 調査・予測結果（植物）

項目 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

環境省指定「特定植物群落」の改変面積
1.7ha

(約 2%)

0ha

(0%)

0ha

(0%)

３）評価結果

複数案の評価結果は表 4-11に示すとおりである。Ａ案は、環境省指定の特定植物群落の改

変が生じ影響あり、Ｂ案、Ｃ案の改変はなく影響なしと予測された。

表 4-11 調査・予測結果（植物）

予測方法 評価の視点 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

事業計画地の想定改変区域

における重要な植物の改変

面積を整理

重要な植物の改変

面積が小さいこと

（補足）
重要な植物は具体的な位置情報のある「環境省特定植物群

落」とした。計画段階配慮としては、既存資料調査で具体

的な位置情報のない植物の種レベルの評価は行わない

改変あり

(1.7ha)
改変なし 改変なし
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（４）生態系

１）調査・予測手法

設定した複数案を対象に、以下の手順で生態系の状況を整理し、各案について比較した。

○ 既存資料調査により、植生図 GISデータを整理

※調査範囲は高島市域、出典は自然環境情報 GIS（環境庁 1999）及び環境省自然環境保全基礎

調査植生調査の植生 GIS（http://www.vegetation.jp/2012.10 参照）

○ 「重要な自然環境のまとまりの場」を抽出。方法は、植生自然度をもとに植生図の

凡例統合を行う（表 4-12）

※「植生自然度」とは、植物社会学的な観点から、群落の自然性がどの程度残されているかを

示す一つの指標である

○ 「重要な自然環境のまとまりの場」の改変面積を算出し、複数案を比較

※改変面積の算出は、（3）植物と同じ方法により行った。資機材輸送路による改変については、

その道路ラインの不確実性が高いため、改変面積合計の算出に留め、通過する生態系の種類

による評価を行うこととした。改変面積合計は、複数案に類似する傾斜を持った箱館山スキ

ー場の資機材輸送路の平均勾配が約７％であることを踏まえ、各複数案毎に、資機材輸送路

の起点と終点の標高差から、資機材輸送路の想定延長距離を算出し、道路幅 9mとして計算し

た。参考として、資機材輸送路の改変面積合計は、Ａ案が 52,700 ㎡、Ｂ案が 30,800 ㎡、Ｃ

案が 52,700 ㎡であった。

生態系の構成要素としては、「重要な自然環境のまとまりの場」、「里地里山」があげられ

る。「里地里山」は、高島市域は山間部が多く、そのほとんどが森林植生によって占められて

いることもあり、普通に存在しており、環境省のモニタリングサイト 1000里地里山のように、

特に地域で注目された生態系とはなっていない。一方、「重要な自然環境のまとまりの場」

としては、ブナ林をはじめとする自然性の高い生態系が多種類存在し、このことが本地域の

特徴になっている。よって、生態系に関する複数案の検討は、この「重要な自然環境のまと

まりの場」に着目し、影響予測することが適切と考えられる。「重要な自然環境のまとまりの

場」は、スギ－ブナ群落、クロモジ－ブナ群集、シャクナゲ－ヒノキ群集など植生自然度が

8以上の植生区分とした。

表 4-12 「重要な自然環境のまとまりの場」凡例統合表

自然度 自然度概要
植物群落名

（高島市域に分布する植物群落）

10 自然草原
ササ群落（ＩＶ）,ヌマガヤオーダー,貧養地小型植物群落,ヨシクラス,河川敷砂礫

地植生,ツルヨシ群集,ヒルムシロクラス,河辺一年生草本群落,砂丘植生

9 自然林

コメツガ群落,チシマザサ－ブナ群団,スギ－ブナ群落,クロモジ－ブナ群集,チャ

ボガヤ－イヌブナ群集,アスナロ群落,シャクナゲ－ヒノキ群集,ジュウモンジシダ

－サワグルミ群集,チャボガヤ－ケヤキ群集,岩角地・風衝地低木群落,ヒメヤシャ

ブシ－タニウツギ群落,アカガシ群落,ウラジロガシ群落,カナメモチ－コジイ群

集,ヤブコウジ－スダジイ群集,タブノキ群落,シキミ－モミ群集,アカマツ群落（Ｖ

Ｉ）,ケヤキ群落（ＶＩ）,ケヤキ－ムクノキ群集,ハンノキ群落（ＶＩ）,ヤナギ高

木群落（ＶＩ）,ヤナギ低木群落（ＶＩ）,フサザクラ群落,マサキ－トベラ群集,ク

ロマツ群落（ＶＩ）,コウヤワラビ－ケヤキ群集

8
自然林に近い

二次林

ブナ－ミズナラ群落,スギ－ミズナラ群落,オニグルミ群落（Ｖ）,シイ・カシ二次

林,ケヤキ群落（ＶＩＩ）
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２）調査・予測結果

複数案の比較整理の結果は表 4-13に示すとおりである。また、図 4-2に重要な自然環境の

まとまりの場の状況を示す。

高島市域で確認されている「重要な自然環境のまとまりの場」のうち（表 4-12）、複数案

の改変区域に該当するのは、自然度 8 のブナ－ミズナラ群落、スギ－ミズナラ群落、自然度

9のスギ－ブナ群落、クロモジ－ブナ群集、チャボガヤ－ケヤキ群集の 5種類であった。

風車等（風車施設及びその管理道）による改変については、Ａ案は自然度 8 のブナ－ミズ

ナラ群落が 0.20ha、スギ－ミズナラ群落が 0.41ha の改変が予測され、Ｂ案は改変なしと予

測され、Ｃ案は自然度8のブナ－ミズナラ群落が0.52ha、自然度9のスギ－ブナ群落が0.33ha、

クロモジ－ブナ群集が 0.04ha の改変が予測される。スギ－ブナ群落は特に、自然度が 9と高

く、この地域特有の自生スギが混生するブナ林として学術的にも貴重であり、Ｃ案ではその

影響が予測された。

資機材輸送路による改変については、Ａ案、Ｂ案は改変なしと予測され、Ｃ案は自然度 8

のブナ－ミズナラ群落、自然度 9 のスギ－ブナ群落、クロモジ－ブナ群集、チャボガヤ－ケ

ヤキ群集の改変が予測された。Ｃ案の資機材輸送路による改変は、風車等による改変の場合

と同じく、自然性の高いブナ群落が改変されるとともに、道路が横切る谷部の渓谷林である

チャボガヤ－ケヤキ群集の改変も生じると予測された。

表 4-13 調査・予測結果（生態系）

面積（ha）

Ａ案 Ｂ案 C案
自
然
度

植物群落名 風車

等＊1

資機材

輸送路＊2

風車

等

資機材

輸送路

風車

等

資機材

輸送路

ブナ－ミズナラ群落 0.20 - - - 0.52 有
8

スギ－ミズナラ群落 0.41 - - - - -

スギ－ブナ群落 - - - - 0.33 有

クロモジ－ブナ群集 - - - - 0.04 有9

チャボガヤ－ケヤキ群集 - - - - - 有

計 0.61 0 0 0- 0.89 -

注：※1 風車等：風車施設及びその管理道

※2 資機材輸送路：その道路ラインの不確実性が高いため、改変有無による評価を行うこととした。
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〔「自然環境情報 GIS」（環境庁 1999）及び「環境省自然環境保全基礎調査植生調査の植生 GIS」 より作成〕

図 4-2 重要な自然環境としてのまとまりの場の状況
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３）評価結果

複数案の評価結果は表 4-14 に示すとおりである。「重要な自然環境のまとまりの場」の改

変面積により評価した結果、一番影響が小さいのはＢ案、次にＡ案、一番影響があるのがＣ

案であった。また、Ｃ案は、資機材輸送路位置にも「重要な自然環境のまとまりの場」が多

く分布しており、資機材輸送路による影響も考えられる。

表 4-14 評価結果（生態系）

評価指標 評価の視点
自
然
度

Ａ案 Ｂ案 C案

8
有

(0.61ha)
無

有

(0.52ha)

9 無 無
有

(0.37ha)

事業計画地の想定改

変区域における重要

な自然環境のまとま

りの場の改変面積を

整理

重要な自然環境のま

とまりの場が維持さ

れる

8

+

9

有

(0.61ha)

無 有

(0.89ha)
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（５）景観

１）調査・予測手法

設定した複数案を対象に、以下の手順で主要な眺望点の数を整理した。

○ 事業計画地及びその周辺地域の主要な眺望点を整理

※主要な眺望点の選定範囲は、図 4-3 の表示範囲とした。

○ 各案について、事業計画地が視認できる範囲（可視領域）を計算。

※可視領域の計算は、風車設備の高さを考慮した。

○ 各案について、5km 範囲内の事業計画地が視認できる可能性のある主要な眺望点の

数を集計

※5km 範囲は、「景観対策ガイドライン（案）」（1981 UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会）

を参考に、“圧迫感は受けないが、比較的細部まで良く見えるようになり気になる”とされて

いる視角 3°を基に設定した。本モデル事業では、風車の高さを最大 120m と想定しており、

視角 3°に近い距離は 2.5km で、更に、風車の配置想定距離が約 2～3km であることから大ま

かに 5km 範囲を対象範囲とした。

２）調査・予測結果

事業計画地及びその周辺地域の主要な眺望点を表 4-15及び図 4-3に示す。

主要な眺望点は、滋賀県内に 99 地点、福井県内に 52 地点、滋賀県と福井県の境に 5 地点

が存在している。

各案から約 5km 範囲内において、事業計画地が視認できる可能性のある主要な眺望点は表

4-16、図 4-4 に示すとおりであり、A 案が 12 地点、B 案が 10 地点、C 案が 7 地点であった。

また、Ａ案及び C案については、福井県にも主要な眺望地点が位置している。
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表 4-15 主要な眺望点

1 国境高原スノーパーク 滋賀県 74 道の駅くつき新本陣 滋賀県
2 赤坂山 滋賀県 75 足利庭園興聖寺 滋賀県
3 白谷温泉 滋賀県 76 朽木オートキャンプ場 滋賀県
4 マキノ高原（マキノスキー場） 滋賀県 77 グリーンパーク思い出の森 滋賀県

マキノ高原温泉さらさ くつき温泉てんくう
5 道の駅マキノ追坂峠 滋賀県 78 県立朽木いきものふれあいの里 滋賀県
6 メタセコイア並木 滋賀県 79 朽木スノーパーク 滋賀県
7 マキノビックランド 滋賀県 80 畑の棚田 滋賀県
8 マキノ資料館 滋賀県 81 ガリバー青少年旅行村 滋賀県
9 マキノ林間スポーツセンター 滋賀県 82 八ッ淵の滝 滋賀県
10 海津天神社 滋賀県 83 生杉のブナ原生林 滋賀県
11 百瀬川大橋 滋賀県 84 針畑郷山村都市交流館 山帰来 滋賀県
12 唐崎神社 滋賀県 85 針畑ルネサンスセンター 滋賀県
13 マキノサニービーチ 滋賀県 86 体験・山菜摘み農園 じゅうべえ 滋賀県
14 大崎寺（大崎観音） 滋賀県 87 平良ふれあいセンター 滋賀県

海津大崎 88 朽木渓流魚センター 滋賀県
15 家族旅行村ビラデスト今津 滋賀県 89 大谷原のさつまいも園 福井県
16 平池 滋賀県 90 森と暮らすどんぐり倶楽部 福井県
17 淡海湖（処女湖） 滋賀県 91 屏風ヶ滝 福井県
18 石田川ダム 滋賀県 92 渓流の里 福井県
19 もみじ池 滋賀県 93 三方石観音 福井県

県民花の森 94 みかた温泉きららの湯 福井県
酒波寺 95 若狭三方縄文博物館 福井県
日置神社 96 「梅もぎ」体験 福井県

20 湖西の松林 滋賀県 97 梅の里会館 福井県
21 箱館山スキー場 滋賀県 98 福井県海浜自然センター 福井県

びわこ箱館山ゆり園 99 食見海水浴場 福井県
22 リバーランズ角川 滋賀県 100 田鳥海水浴場 福井県
23 椋川山の子学園 天文台 滋賀県 101 国立若狭湾青少年自然の家 福井県
24 今津総合運動公園 滋賀県 102 矢代海水浴場 福井県

今津スタジアム 103 志積海水浴場 福井県
今津体験交流施設 104 犬熊海水浴場 福井県

25 ザゼンソウ群生地 滋賀県 105 阿納海水浴場 福井県
26 今津浜 滋賀県 106 ブルーパーク阿納 福井県
27 宝厳寺 滋賀県 107 西小川海水浴場 福井県

都久夫須麻神社 108 円成寺のみかえりのマツ 福井県
28 西江寺 滋賀県 109 能登野イモ堀り園 福井県
29 阿志都弥神社 滋賀県 110 三十三間山登山口 福井県

行過天満宮 111 恵比須神社 福井県
30 ヴォーリズ資料館 滋賀県 112 かみなか農楽舎 福井県
31 琵琶湖周航の歌資料館 滋賀県 113 諦応寺の銀杏観音 福井県
32 ＪＲ近江今津駅 滋賀県 114 嶺南牧場 福井県
33 吹田市少年自然の家 滋賀県 115 脇袋古墳群 福井県
34 新旭里山体験交流館もりっこ 滋賀県 116 瓜割の滝 福井県
35 新旭水鳥観察センター 滋賀県 117 若狭町歴史文化館 福井県
36 針江の生水 滋賀県 118 パレア若狭 福井県
37 ＪＲ新旭駅 滋賀県 119 熊川宿 福井県
38 高島地域地場産業振興センター 滋賀県 120 道の駅「若狭熊川宿」 福井県
39 新旭森林スポーツ公園 滋賀県 121 一言神社 福井県
40 大荒比古神社 滋賀県 122 若狭の里公園 福井県
41 正傳寺 滋賀県 123 若狭歴史民族資料館 福井県
42 新旭花菖蒲園 滋賀県 124 国分寺 福井県
43 道の駅しんあさひ風車村 滋賀県 125 若狭姫神社 福井県
44 六ッ矢崎浜オートキャンプ 滋賀県 126 萬徳寺 福井県
45 大善寺 滋賀県 127 多田寺 福井県
46 安曇川大橋 滋賀県 128 若狭彦神社 福井県
47 新安曇川大橋 滋賀県 129 森林の水ＰＲ館 福井県
48 彦主人王御陵 滋賀県 130 神宮寺 福井県
49 たいさんじ風花の丘 滋賀県 131 明通寺 福井県
50 玉泉寺 滋賀県 132 大御影山 滋賀県・福井県

51 道の駅藤樹の里あどがわ 滋賀県 133 三重嶽 滋賀県
52 近江聖人中江藤樹記念館 滋賀県 134 武奈ヶ嶽 滋賀県

陽明園 135 百里ヶ岳 滋賀県・福井県

藤樹神社 136 揚梅の滝 滋賀県
53 鴨稲荷山古墳 滋賀県 137 武奈ヶ岳 滋賀県
54 高島歴史民族資料館 滋賀県 138 志古淵神社 京都府
55 藤樹書院 良知館 滋賀県 139 山門湿原 滋賀県
56 琵琶湖の伝統的漁法～簗～ 滋賀県 140 深坂地蔵（堀止地蔵） 滋賀県
57 船木大橋 滋賀県 141 善隆寺・和蔵堂 滋賀県
58 県立びわ湖こどもの国 滋賀県 142 徳円寺 滋賀県
59 高島市Ｂ＆Ｇ海洋センター 滋賀県 143 北淡海・丸子船の館 滋賀県
60 近江白浜水泳場 滋賀県 144 奥琵琶湖キャンプ場 滋賀県
61 びれっじ 滋賀県 145 二本松キャンプ場 滋賀県
62 萩の砂 滋賀県 146 黒河渓谷 福井県
63 憩いの里湖西 滋賀県 147 野坂山 福井県
64 大溝橋 滋賀県 148 弥美神社 福井県
65 日吉神社 滋賀県 149 園林寺(雨宝童子立像) 福井県
66 大溝城跡 滋賀県 150 雲谷山 福井県

乙女ヶ池 151 三十三間山 滋賀県・福井県

67 白ひげ浜水泳・キャンプ場 滋賀県 152 梅丈岳 福井県
68 鵜川四十八体石仏群 滋賀県 153 三方五湖 福井県
69 白鬚神社 滋賀県 154 遊子海水浴場 福井県
70 うかわファームマート 滋賀県 155 塩坂越海水浴場 福井県
71 森林公園くつきの森 滋賀県 156 三国峠 滋賀県・福井県・京都府

72 朽木陣屋敷・朽木資料館 滋賀県 157 三国岳 滋賀県・京都府

73 丸八百貨店 滋賀県

地点名 所在地
図中
番号

地点名 所在地
図中
番号

「びわ湖高島観光マップ」（社団法人びわ湖高島観光協会）
「びわ湖高島 ぐるりん Navi」（高島市）
「わこ湖大津 光ルくん マップ」（社団法人びわ湖大津観光協会）
「長浜広域観光マップ」（長浜市）
「福井県 観光ガイドマップ 若狭路」（嶺南広域行政組合他）
「京都観光 Navi」（京都市産業観光局 HP） より作成



185

図 4-3 主要な眺望点

「びわ湖高島観光マップ」（社団法人びわ湖高島観光協会）
「びわ湖高島 ぐるりん Navi」（高島市）
「わこ湖大津 光ルくん マップ」（社団法人びわ湖大津観光協会）
「長浜広域観光マップ」（長浜市）
「福井県 観光ガイドマップ 若狭路」（嶺南広域行政組合他）
「京都観光 Navi」（京都市産業観光局 HP） より作成
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表 4-16 ５km範囲内において事業計画地が視認できる可能性のある主要な眺望点

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

滋賀県 ・平池(16)

・淡海湖（処女湖）(17)

・石田川ダム（18）

・箱館山スキー場、他

(21）

・リバーランズ角川(22)

・椋川山の子学園 天文

台(23)

・三重嶽(133)

・武奈ヶ嶽(134)

・家族旅行村ビラデスト

今津(15)

・平池(16)

・淡海湖（処女湖）(17)

・石田川ダム（18）

・箱館山スキー場、他

(21）

・リバーランズ角川(22)

・今津総合運動公園、他

(24)

・西江寺(28)

・吹田市少年自然の家

(33)

・武奈ヶ嶽(135)

・石田川ダム(18)

・リバーランズ角川(22)

・椋川山の子学園 天文

台(23)

・吹田市少年自然の家

(33)

・武奈ヶ嶽(134)

福井県 ・恵比寿神社(111)

・熊川宿(119)

・道の駅「若狭熊川宿」

(120)

－ ・熊川宿(119)

・道の駅「若狭熊川宿」

(120)

滋賀県

・

福井県

・三十三間山(151) － －

合計 12 地点 10 地点 ７地点

注：（ ）内の数値は、図 4-3 の図中番号を示す。
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図 4-4(1) 事業計画地が視認可能な主要な眺望点の状況（Ａ案）
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図 4-4(2) 事業計画地が視認可能な主要な眺望点の状況（Ｂ案）
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図 4-4(3) 事業計画地が視認可能な主要な眺望点の状況（Ｃ案）
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３）評価結果

各案について予測結果を比較することで評価した。評価結果を表 4-17示す。

各案から５km範囲内における事業計画地が視認可能な主要な眺望点の数を比較すると、Ｃ

案が 7 地点と最も少なく、次いでＢ案が 10 地点、Ａ案が 12 地点であった。また、Ａ案及び

C案の場合は福井県に位置する地点も存在する。

表 4-17 評価結果（景観）

評価指標 評価の視点 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

事業計画地から５km

範囲内において、風車

が視認できる可能性

のある主要な眺望点

の数

主要な眺望点

の数が少ない

こと 12地点 10地点 7地点
検
討
結
果

（補足）

主要な眺望点の所在地

（関係地域との関係）

滋賀県

福井県
滋賀県

滋賀県

福井県
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４）参考検討（景観）

ヒアリングにおいて得られた情報や「平成 24年度風力発電等環境アセスメント基礎情報整

備モデル事業（全国既存情報等データベース整備検討等）委託業務」先行実施モデル事業検

討会での委員の意見を踏まえ、以下の観点から現地調査を行った結果をもとに各案について

眺望の状況を参考に比較した。

○高島トレイルからの景観

○借景ないし背景としての山並みの景観 （琵琶湖の湖岸からの景観）

① 調査・予測手法

調査の方法は、「２．２ 現地調査 （２）景観」に示すとおり。

予測の方法は、景観調査の結果をもとに、代表的な眺望地点から風車の視認状況を推定す

ることで行った。

なお、景観調査において主要な眺望点が確認されなかった高島トレイル（二の谷山）は予

測地点から除外した。

② 調査・予測結果

各案における代表眺望点からの風車の視認について推定した結果を表 4-18に示す。

表 4-18 [参考]景観の予測結果

調査結果
調査地点

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

高島トレイル

（武奈ヶ嶽）

間近に視認される 視認される

（主要な眺望方向）

視認される

（主要な眺望方向）

海津大崎 山並の背後に視認され

る可能性がある。

山並の背後に視認され

る可能性がある。

山並の背後に視認され

る可能性がある。

湖西の松林 山並の背後に視認され

る可能性がある。

視認される 山並の背後に視認され

る可能性がある。

道の駅

しんあさひ風車村

わずかに視認される可

能性がある。

わずかに視認される わずかに視認される可

能性がある。

白鬚神社 視認されない 視認されない 視認されない

代表５地点におい

て視認できる又は

視認できる可能性

のある眺望点の数

４地点 ４地点 ４地点
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：風車が視認される、又は視認される可能性のある方向（推定）

図 4－5(1) 武奈ヶ嶽からの視認予測

Ａ案

B 案
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：風車が視認される、又は視認される可能性のある方向（推定）

図 4－5(2) 武奈ヶ嶽（上）、梅津大崎（下）からの視認予測

Ｃ案

Ｂ案Ｃ案 Ａ案
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：風車が視認される、又は視認される可能性のある方向（推定）

図 4－5(3) 武奈ヶ嶽（上）、梅津大崎（下）からの視認予測

Ｂ案Ｃ案
Ａ案

Ｂ案Ｃ案 Ａ案
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③ 評価結果

各案について予測結果を比較することで評価した。評価結果を表 4-19示す。

表 4-19 代表５地点からの視認状況

調査結果
予測手法 評価の指標

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

代表５地点において

視認できる又は視認

可能な眺望点の数

視認できる又は

視認できる可能

性のある眺望点

の数が少ない

４地点 ４地点 ４地点
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（６）人と自然との触れ合いの活動の場

１）調査・予測手法

設定した複数案を対象に、人と自然との触れ合いの活動の場である高島トレイルとの位置

関係を整理した。

高島トレイルは、太平洋側と日本海側に注ぎ込む水系を分ける中央分水嶺に位置し、マキ

ノ愛発越から今津の山々、朽木の三国岳に至る標高約 590m～970m の山々を巡る約 80km のト

レイルである。全国に広く発信されており、高島市によると年間の約５万人の利用者がある。

〔出典：びわ湖高島観光マップ（(社)びわ湖高島観光協会）〕

図 4-6 高島トレイルのルート
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２）調査・予測結果

事業計画地と高島トレイルとの位置関係を図 4-7に示す。

Ａ案は武奈ヶ嶽の尾根沿いを通るトレイルのルートに隣接しており、Ｃ案は二の谷山のル

ートと重なっている。

３）評価結果

各案について予測結果を比較することで評価した。評価結果を表 4-20示す。

表 4-20 評価結果（人と自然との触れ合いの活動の場）

評価指標 評価の視点 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

検
討
結
果

事業計画地と最寄り

の主要な人と自然と

の触れ合いの活動の

場（高島トレイル）の

位置関係

最寄りの主要

な人と自然と

の触れ合いの

活動の場との

位置がはなれ

ていること

隣接している
重なって

いない
重なっている
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図 4-7 事業計画地と高島トレイルの位置関係
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（７）総合評価

対象事業における重大な環境影響が考えられる各項目について評価を行った結果を表4-21

に整理した。

Ａ案については、住居地域までの距離が他の案よりも離れており、騒音・超低周波音に対

して他の案より影響が少ないことが特徴的である。一方で土地改変により重要な群落や、重

要な自然環境のまとまりの場であり、多雪地特有のアシウスギを伴うブナ林（スギ－ブナ群

落）が土地改変の影響を受ける可能性があり、景観については福井県側からも視認されるな

ど主要な眺望点の数が他の案に比べると多い。

Ｂ案については、対象とする区域は植林地で、林道が既に存在していることから、重要な

自然環境のまとまりの場の改変をほとんど伴わないことや、高島トレイルのルートに位置し

てないことが特徴的である。一方でハチクマなどの渡り鳥のルートに位置している。

Ｃ案については、景観の観点から、視認される眺望点の数が最も少ないことが特徴的であ

る。一方で重要な自然環境のまとまりの場であるブナ林が土地改変の影響を受けると考えら

れ、その中には A 案同様にスギ－ブナ群落も含まれている。また、高島トレイルのルートと

重なっている。

希少猛禽類については、いずれの案においても生息の可能性が想定され影響があると考え

られる。また、滋賀県自然環境保全課では、イヌワシ、クマタカの生息域における風力発電

事業に対してはこれまで前例が無く、地域特性及び事業特性を踏まえると特に慎重な検討を

要する事業として、現時点では環境影響評価の対応方針を検討中とのことであった。

以上の結果、各案に対する一般、関係地方公共団体及び国からの意見や、事業面から総合

的に検討したうえで、計画案の選定を行うことになる。
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表 4-21 評価結果のまとめ

評価結果

区分 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

想定
設備容量※1 24000kW 30,000kW 24,000kW

想定基数※1 12 基 15 基 12 基

項目 予測の内容

想定
改変面積※1 約 45ha 約 46ha 約 45ha

0.5km ０戸 ０戸 0 戸

１km ０戸 ９戸 11 戸

0.5kn、１km、2km 範
囲内の民家の戸数

２km 79 戸 149 戸 192 戸
騒音・超低周波音

最寄りの民家までの
距離

－ 約 1.1km 約 0.9km 約 0.8km

イヌワシ 有り 有り 有り
希少猛禽類

2km※2 範囲内におけ
る生息の可能性

クマタカ 有り 有り 有り
動
物

渡り鳥
（タカ類）

渡りルートとの位置
関係

－
ルート外
(情報なし)

ルート内 ルート内

植 物
重要な群落に係る土
地改変面積

－ 1.7ha ０ha ０ha

生態系
重要な自然環境のま
とまりの場の土地改
変面積

－ 0.61ha ０ha 0.89ha

景 観
5km※3 範囲内の主要
な眺望点の数

－ 12 地点 10 地点 7 地点

人と自然との触れ合
いの活動の場

高島トレイルとの位置
関係

－ 隣接している 重なっていない 重なっている

注：※１ 配慮書段階では基数、配置等の具体的な計画は決っていないため、地形等を踏まえ想定し設定したもの。

※２ 希少猛禽類の調査範囲は、生息が予測されたクマタカの巣間距離の平均は約 4km と言われていることか

ら（滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版、滋賀県、2000 年）、その距離の半分を１つがいの主な行

動範囲と考え 2km とした。

※３ 「景観対策ガイドライン（案）」（1981 UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会）を参考に、“圧迫感は

受けないが、比較的細部まで良く見えるようになり気になる”とされている視角 3°を基に、風車の高さ

120m と想定した場合の視角 3°付近の距離 2.5km に、風車の配置想定距離が約 2～3km を考慮し 5km とし

た。
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５ 配慮書についての関係地方公共団体及び一般からの意見の聴取の方法の検討

改正アセス法第３条の２～第３条の 10、基本的事項及び基本的事項報告書によれば、配慮書

について関係地方公共団体及び一般からの意見の聴取に際しは、以下の点に留意することが望

ましい。

〇一般及び当該事業に関係する地方公共団体から少なくとも一回は意見を求める。

〇上記の意見を求めない場合は、その理由を明らかにする。

〇可能な限り、配慮書の案について行うように努める。

〇地方公共団体に意見を求めるに当たっては、一般からの意見の概要及びそれに対する事業

者の見解をあらかじめ関係地方公共団体へ送付するよう努める。

〇一般からの意見を求める場合は、意見を求める旨を、官報、関係する地方公共団体の広報

紙、日刊新聞氏及びインターネット等適切な方法で公表する。

〇上記の公表に際しては、「事業者名及び住所」、「対象事業の名称、種類及び規模」、「対象事

業が想定される区域」及び「供覧等の方法及び期間」その他必要な事項を含める。

〇配慮書の案（又は配慮書）の一般への供覧等は、書面による供覧及びインターネットでの

掲載等適切な方法により、適切な期間を確保して実施する。

〇関係地方公共団体からの意見を求める場合は、配慮書の案（又は配慮書）を当該地方公共

団体に送付し、適切な期間を確保して意見を求める。

上記の点を踏まえ、本対象事業における関係地方公共団体及び一般からの意見聴取を行うた

めの手法を表 5-1に示す手順で検討した。

表 5-1 意見聴取の検討手順

関係地域の設定

意見聴取のタイミング

意見聴取の手段
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（１）関係機関の設定

意見聴取を行う関係機関は以下の通り考えている。

〇事業実施想定区域は、複数案のいずれも滋賀県高島市に位置していることから、滋賀

県及び高島市を関係機関とする。

〇広域に影響が想定される景観、希少猛禽類に関する意見については、インターネット

等を利用し広く意見を求めることで対応する。

〇上記の点を踏まえ、高島市以外の地域については、福井県若狭町が最寄りの地域とな

るが、最も近いＡ案から、福井県若狭町の最寄りの住居地域まで 2km 以上、離れてい

ることから、滋賀県及び高島市以外は関係機関とはしない。

（２）意見聴取のタイミング

意見聴取のタイミングとして、配慮書の案の段階で行うのか、また、一般の意見を先に聴

取するのかを踏まえ、以下の通り考えている。

〇本事業については、以下の点から、基本的には配慮書の段階で、一般及び地方公共団

体に対して意見聴取を行うものとする。

・環境省の公募事業として一般にある程度周知されており、地域特性等から注目度

が高く、既に滋賀県、高島市等に意見が寄せられていること。

・複数案の設定に関し、地域特性等から事業実施想定区域については見直しがきび

しい地域であること

・本事業は環境省のモデル事業として、滋賀県及び高島市に説明等行いながらと検

討を行ってきたこと。

〇ただし、注目度の高い事業であることを踏まえ、一般の意見募集の期間を原則 30 日程

度とし、その意見の概要及び事業者の見解を速やかに高島市及び滋賀県に送付するも

のとする。

（３）意見聴取の手段

意見聴取の手段としては以下の通り考えている。

〇周知方法は、高島市の広報紙、日刊新聞（福井県若狭町南部地域含む）、事業者のホー

ムページとする。

〇供覧等の方法は、書面による供覧は協力を得られる関係機関、電子媒体は事業者のホ

ームページとする。
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６ 専門家等へのヒアリング

専門家等へのヒアリングは、既存資料では十分な情報が得られない項目及び重大な影響が想

定される項目を対象に実施した。

対象とした項目は、希少猛禽類、渡り鳥及び景観で、その概要を表 6-1に示す。

また、ヒアリング結果を表 6-2に示す。

表 6-1 専門家等へのヒアリング内容

項 目
ヒアリング

対象者

所属機関
の属性

／
専門分野

実施日 主なヒアリング内容

Ａ氏 ＮＧＯ
／

希少猛禽類

平成 24年

11月 19日

・事業計画地周辺における希少猛禽

類の生息情報

・事業計画地周辺におけるタカの渡

りに関する情報

希少猛禽類

Ｂ氏

Ｃ氏

ＮＧＯ
／

希少猛禽類

平成 24年

11月 20日

・事業計画地周辺における希少猛禽

類の生息情報

・事業計画地周辺におけるタカの渡

りに関する情報

生態系 Ｄ氏 元大学教授
／
植物

平成 24年

12月 19日

・事業計画地周辺における植物を基

本とした生態系に関する情報

Ｅ氏

Ｆ氏

公益法人
／
景観

平成 24年

10月 22日

・眺望点等の景観に関する情報景観

Ｇ氏

Ｈ氏

地方公共団体
／
景観

平成 25年

1 月 16日

・眺望点等の景観に関する情報



204

表 6-2(1) 専門家等へのヒアリング結果の概要（希少猛禽類・渡り鳥）

ヒアリング対象者 主なヒアリング内容

Ａ氏 １．希少猛禽類について

〇イヌワシは、過去に高島市地域においてペアが営巣していた（現在の

生息状況は不明）。

〇クマタカは、本地域の生息密度は高く、複数のペアの営巣場所が連続

的に分布している。

２．渡り鳥（タカ類）について

〇滋賀県における秋季の渡りの特徴は、主に琵琶湖の南をサシバが、北

をハチクマが通過することである。

〇基本的なハチクマの渡りルートは乗鞍岳～箱館山～蛇谷ヶ峰である

が、ルートにはある程度の幅があり、天候の条件によっては、箱館山

から荒谷山の尾根部方向へ飛翔する場合も見られる。箱館山周辺を通

過するのは間違いないが、その後どこを通過するかは、天候等の条件

により異なる。

〇飛翔高度は、天候が良ければ高高度を飛翔するが、天候が悪ければ低

高度（尾根近く、あるいは斜面）を飛翔する場合もある。

Ｂ氏

Ｃ氏

１．希少猛禽類について

〇イヌワシは、どの事業計画地でも確認される。武奈ヶ嶽をはじめ、ど

の事業計画地でもハンティングに使う場所がある。

〇クマタカは、本地域の生息密度は高く、複数の営巣地があり、複数の

ペアが生息している。

２．渡り鳥（タカ類）について

〇渡り鳥は、天候によって低高度を飛翔する、調査地点については低標

高地点および東側にも設定すべき。



205

表 6-2(2) 専門家等へのヒアリング結果の概要（生態系）

ヒアリング対象者 主なヒアリング内容

Ｄ氏 〇滋賀県のレッドデータブック（2000 年版）で重要種の想定範囲がメッ

シュで整理されていたと思う。この高島市の計画では範囲が狭く直接比

較することはできないが、計画地を中心として、メッシュ範囲で重要種

の種数等については把握できるので、計画地点の重要種に関する相対的

な比較・評価は可能である。

〇植物については改変区域の貴重種の生育・分布に重点をおいて影響予

測・評価をすべきである。高島市の計画地点のような、ある程度狭い範

囲で計画している場合は、地元で詳しい情報を持っている専門家にヒア

リングを行うことも有効である。計画地周辺の貴重植物の分布情報につ

いては、Ｊ氏が詳しく、今後本格的な調査を実施する場合にはヒアリン

グを行うと良い。

〇武奈ヶ嶽のブナ林は、日本海側の特徴を示している。また、二の谷山の

ブナ林は日本海側と太平洋側の両方のブナ林の要素が分布している可

能性があり、それぞれの特徴的な重要種の生育の可能性がある。植生の

種組成に基づいた質的内容に踏み込んだ複数案の比較をすべきである。

〇生態系の影響予測・評価として、この高島市の計画では、里地里山は環

境影響予測・評価の対象とすべき範囲の外にあり、また特に重要な位置

づけとはならいため、あえて里地里山について生態系の影響予測・評価

の対象とする必要はない。

〇植生は生態系の基盤でもあるので、遷移の途中相よりも動物相も安定し

ている極相に着目して予測、評価を行うことが望ましい。

表 6-2(3) 専門家等へのヒアリング結果の概要（景観）

ヒアリング対象者 主なヒアリング内容

Ｅ氏

Ｆ氏

〇眺望点の候補については、観光パンフレットの情報で十分網羅できてい

ると考えられる。

〇高島市南東の湖岸に位置する白鬚神社が重要な眺望点として挙げられ

る。懸念している点は、琵琶湖から神社を撮影したとき、背景の山に風

力発電施設が写らないかどうかが気になる。

〇高島トレイルからの主要な眺望点については、以下の地点が挙げられ

る。大御影山、武奈ヶ嶽、三重嶽、百里ヶ岳、三国峠、三国岳

Ｇ氏

Ｈ氏

〇主要な眺望点については、福井県観光ガイドマップを参考にされている

のであれば、ある程度網羅されており、問題ないと考える。
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添 付 資 料

付表１ 高島市域で生息記録のある昆虫類

付表２ 高島市域で生育記録のある植物
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付表 1(1) 高島市域で生息記録のある昆虫類

マ
R
マ

博
マ

今
自

今
発

R
今

博
今

朽
11

朽
22

R
朽

博
朽

安
R
安

博
安

R
高

博
高

R
旭

旭
博
旭

1 ホソミイトトンボ ○ ○ ○ ○

2 クロイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 セスジイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ムスジイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○

5 オオイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 キイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 アジアイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 アオモンイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 モートンイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 モノサシトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 グンバイトンボ ○ ○ ○

12 ホソミオツネントンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 アオイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 オオアオイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 オツネントンボ ○ ○ ○

16 ハグロトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ミヤマカワトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 アオハダトンボ ○ ○
19 オオカワトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ニシカワトンボ（ヒウラカワトンボ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 ムカシトンボ ムカシトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ムカシヤンマ ムカシヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ミヤマサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 ヤマサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 キイロサナエ ○ ○ ○

26 クロサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 ヒラサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 ダビドサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 ホンサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 ウチワヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ヒメクロサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 アオサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 オナガサナエ ○ ○ ○ ○ ○

34 コオニヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 ヒメサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 オジロサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 オオサカサナエ ○ ○ ○ ○ ○

38 メガネサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 タベサナエ ○ ○ ○ ○

40 フタスジサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 コサナエ ○ ○ ○

42 オグマサナエ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 オニヤンマ オニヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 ルリボシヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 オオルリボシヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 アオヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 マルタンヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 クロスジギンヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ギンヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 コシボソヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 カトリヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 サラサヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ミルンヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ヤブヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 トラフトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 オオヤマトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 コヤマトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 キイロヤマトンボ ○ ○ ○ ○
59 ハネビロエゾトンボ ○ ○

60 タカネトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○
61 エゾトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 ショウジョウトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 コフキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 ヨツボシトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65 ハラビロトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66 ハッチョウトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67 シオカラトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
68 シオヤトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 オオシオカラトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 ウスバキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 コシアキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 チョウトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 コノシメトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 オナガアカネ ○ ○

75 キトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 ナツアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 タイリクアキアカネ ○

78 マユタテアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
79 アキアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 ノシメトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

番号 目名 科名 種名

分布
外
来

マキノ 今津 朽木 安曇川 高島 旭

トンボ イトトンボ

モノサシトンボ

アオイトトンボ

カワトンボ

サナエトンボ

ヤンマ

エゾトンボ

トンボ
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付表 1(2) 高島市域で生息記録のある昆虫類

マ
R
マ

博
マ

今
自

今
発

R
今

博
今

朽
11

朽
22

R
朽

博
朽

安
R
安

博
安

R
高

博
高

R
旭

旭
博
旭

81 マイコアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 マダラナニワトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 ヒメアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 ミヤマアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 リスアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

86 ネキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 ハネビロトンボ ○ ○ ○
88 カワゲラ オナシカワゲラ カワイオナシカワゲラ ○

89 ハラビロカマキリ ○
90 コカマキリ ○

91 チョウセンカマキリ ○

92 オオカマキリ ○

93 ミツカドコオロギ ○

94 ハマスズ
95 エンマコオロギ ○

96 エゾエンマコオロギ ○

97 マツムシ カヤコオロギ ○ ○ ○

98 カンタン カンタン ○ ○
99 キリギリス ○

100 ヒメギス ○
101 ヤブキリ ○

102 ササキリ ○

103 オンブバッタ オンブバッタ ○

104 カマドウマ クチキウマ種群 ○ ○ ○

105 カワラバッタ ○ ○

106 ナキイナゴ ○

107 クルマバッタモドキ ○
108 コバネイナゴ ○

109 キンキフキバッタ ○
110 ツマグロイナゴモドキ ○

111 クマゼミ ○

112 ツクツクボウシ ○

113 ニイニイゼミ ○

114 ヒグラシ ○ ○

115 エゾハルゼミ
116 ハルゼミ ○

117 コエゾゼミ
118 アカエゾゼミ
119 フクロクヨコバイ フクロクヨコバイ
120 アメンボ アメンボ ○
121 タイコウチ ヒメミズカマキリ ○

122 コバンムシ コバンムシ ○

123 ナベブタムシ カワムラナベブタムシ
124 ゴミアシナガサシガメ
125 フサヒゲサシガメ
126 ツノカメムシ フトハサミツノカメムシ ○

127 ナガヒラタムシ ナガヒラタムシ ○
128 ハンミョウ カワラハンミョウ
129 アキタクロナガオサムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
130 クロカタビロオサムシ ○ ○

131 エゾカタビロオサムシ ○

132 アキオサムシ ○ ○

133 マヤサンオサムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○

134 ヤコンオサムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○

135 ヤマトオサムシ ○ ○ ○ ○ ○

136 マイマイカブリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

137 セアカオサムシ ○

138 クロナガオサムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
139 コガシラミズムシ マダラコガシラミズムシ ○

140 マルチビゲンゴロウ ○
141 コウベツブゲンゴロウ ○

142 ヒメシマチビゲンゴロウ
143 コセスジゲンゴロウ ○

144 キベリマメゲンゴロウ ○

145 クロゲンゴロウ ○ ○

146 ミヤマクワガタ ○

147 ノコギリクワガタ ○
148 ヒラタクワガタ ○

149 コブスジコガネ ヘリトゲコブスジコガネ ○
150 センチコガネ オオセンチコガネ
151 ミヤマダイコクコガネ
152 マルエンマコガネ
153 クロツブマグソコガネ ○

154 セマルケシマグソコガネ ○

155 マメコガネ ○

156 アオハナムグリ ○

157 コアオハナムグリ ○

158 チドリムネミゾマグソコガネ
159 カブトムシ ○

160 ホタル ヒメボタル ○

番号 目名 科名 種名

分布
外
来

マキノ 今津 朽木 安曇川 高島 旭

トンボ トンボ

カマキリ カマキリ

バッタ コオロギ

キリギリス

バッタ

カメムシ セミ

サシガメ

コウチュウ

オサムシ

ゲンゴロウ

クワガタムシ

コガネムシ
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付表 1(3) 高島市域で生息記録のある昆虫類

マ
R
マ

博
マ

今
自

今
発

R
今

博
今

朽
11

朽
22

R
朽

博
朽

安
R
安

博
安

R
高

博
高

R
旭

旭
博
旭

161 ゲンジボタル ○

162 ヘイケボタル ○

163 ジョウカイボン ○

164 ヒラシリブトジョウカイ
165 オオキスイムシ ヨツボシオオキスイ ○

166 オオキノコムシ オオキノコムシ ○

167 ナナホシテントウ ○
168 マクガタテントウ
169 ムナグロチャイロテントウ ○
170 ナガクチキムシ ミスジナガクチキムシ
171 キノコムシダマシ ルリキノコムシダマシ ○

172 ヤマトヒメハナカミキリ ○

173 ヘリウスハナカミキリ
174 クスベニカミキリ
175 ミドリカミキリ ○

176 ベニカミキリ ○

177 ゴマダラカミキリ ○

178 キイロネクイハムシ
179 ヤヒロミドリトビハムシ ○ ○

180 キアシアオハムシダマシ ○
181 コガタルリハムシ ○

182 ゾウムシ マダラアシゾウムシ ○

183 コマユバチ ウマノオバチ ○

184 アリ トゲアリ ○

185 ギングチバチ ヘロスギングチバチ ○

186 ヒメホソアシナガバチ ○

187 フタモンアシナガバチ ○
188 キアシナガバチ ○

189 モンスズメバチ
190 チャイロスズメバチ ○

191 オオスズメバチ ○

192 ツヤクロスズメバチ
193 コシブトハナバチ クマバチ ○

194 セイヨウミツバチ（ヨウシュミツバチ） ○

195 クロマルハナバチ
196 ヒウラシリアゲ
197 ヤマトシリアゲ ○

198 ビワヒゲユスリカ
199 キミドリユスリカ
200 アシマダラユスリカ
201 オドリバエ ヒメウルワシオドリバエ
202 ホソヒラタアブ ○

203 ナミホシヒラタアブ ○

204 クチキトビケラ ○ ○

205 ビワアシエダトビケラ
206 コエグリトビケラ ビワコエグリトビケラ
207 シガイワトビケラ ○ ○
208 シンテイトビケラ
209 ナガレトビケラ オオナガレトビケラ
210 クロスジヒゲナガトビケラ
211 ビワアオヒゲナガトビケラ
212 ビワセトトビケラ ○

213 モリクサツミトビケラ
214 ユウキクサツミトビケラ ○

215 フトヒゲトビケラ ヒトスジキソトビケラ ○

216 ミノガ オオミノガ
217 イラガ アオイラガ
218 ヒメギンスジツトガ ○
219 ギンモンミズメイガ ○

220 アオバセセリ ○ ○
221 ダイミョウセセリ ○ ○ ○ ○

222 ミヤマセセリ ○ ○ ○

223 ホソバセセリ ○

224 ヒメキマダラセセリ ○ ○

225 イチモンジセセリ ○ ○ ○ ○

226 ミヤマチャバネセセリ ○ ○ ○

227 チャバネセセリ ○ ○ ○
228 コチャバネセセリ ○ ○ ○

229 ヘリグロチャバネセセリ ○ ○ ○ ○
230 ジャコウアゲハ ○ ○

231 アオスジアゲハ ○ ○ ○ ○

232 ギフチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

233 カラスアゲハ ○ ○ ○ ○ ○

234 モンキアゲハ ○ ○ ○ ○ ○

235 ミヤマカラスアゲハ ○ ○ ○ ○

236 キアゲハ ○ ○ ○ ○ ○

237 オナガアゲハ ○ ○

238 ナガサキアゲハ ○ ○ ○
239 クロアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○

240 ナミアゲハ ○ ○ ○

番号 目名 科名 種名

分布
外
来

マキノ 今津 朽木 安曇川 高島 旭

コウチュウ ホタル

ジョウカイボン

テントウムシ

カミキリムシ

ハムシ

ハチ

スズメバチ

ミツバチ

シリアゲムシ シリアゲムシ

ハエ ユスリカ

ハナアブ

トビケラ アシエダトビケラ

シンテイトビケラ

ヒゲナガトビケラ

メイガ

セセリチョウ

アゲハチョウ

チョウ
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付表 1(4) 高島市域で生息記録のある昆虫類

マ
R
マ

博
マ

今
自

今
発

R
今

博
今

朽
11

朽
22

R
朽

博
朽

安
R
安

博
安

R
高

博
高

R
旭

旭
博
旭

241 アゲハチョウ ウスバシロチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

242 ツマキチョウ ○ ○ ○ ○

243 モンキチョウ ○ ○ ○ ○

244 キタキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

245 スジボソヤマキチョウ ○ ○ ○ ○

246 ヤマトスジグロシロチョウ ○ ○

247 スジグロシロチョウ ○ ○ ○ ○

248 モンシロチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

249 ミズイロオナガシジミ ○ ○ ○ ○
250 ウスイロオナガシジミ ○ ○ ○ ○

251 ウラゴマダラシジミ ○ ○ ○ ○ ○

252 コツバメ ○ ○ ○ ○

253 ルリシジミ ○ ○ ○ ○

254 スギタニルリシジミ ○ ○

255 アイノミドリシジミ ○ ○ ○ ○

256 ヒサマツミドリシジミ ○ ○ ○ ○

257 メスアカミドリシジミ ○ ○ ○ ○

258 ツバメシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○
259 ジョウザンミドリシジミ ○ ○ ○ ○

260 エゾミドリシジミ ○ ○ ○ ○
261 オオミドリシジミ ○ ○ ○ ○

262 ウラジロミドリシジミ ○ ○ ○ ○

263 ウラクロシジミ ○ ○ ○ ○ ○

264 アカシジミ ○ ○ ○ ○

265 ウラナミアカシジミ ○

266 ウラナミシジミ ○

267 ベニシジミ ○ ○ ○ ○ ○

268 ムラサキシジミ ○ ○

269 ミドリシジミ ○ ○ ○ ○ ○
270 クロシジミ ○ ○

271 トラフシジミ ○ ○ ○ ○
272 フジミドリシジミ ○ ○ ○

273 ウラキンシジミ ○ ○ ○ ○

274 ウラミスジシジミ（ダイセンシジミ） ○ ○ ○

275 ヤマトシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○

276 シルビアシジミ
277 ウラギンシジミチョウ ウラギンシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○

278 テングチョウ テングチョウ ○ ○ ○ ○

279 マダラチョウ アサギマダラ ○ ○ ○ ○ ○ ○

280 コムラサキ ○
281 サカハチチョウ ○ ○ ○ ○

282 ミドリヒョウモン ○ ○ ○ ○

283 ツマグロヒョウモン ○ ○ ○ ○

284 ウラギンスジヒョウモン ○ ○ ○ ○ ○

285 オオウラギンスジヒョウモン ○ ○ ○ ○

286 ヒメアカタテハ ○ ○ ○

287 メスグロヒョウモン ○ ○ ○

288 スミナガシ ○

289 ウラギンヒョウモン ○ ○ ○ ○
290 ゴマダラチョウ ○ ○

291 ルリタテハ ○ ○ ○ ○ ○
292 イチモンジチョウ ○ ○ ○ ○

293 アサマイチモンジ ○

294 クモガタヒョウモン ○ ○ ○ ○

295 ミスジチョウ ○ ○

296 コミスジ ○ ○ ○ ○

297 キベリタテハ ○

298 ヒオドシチョウ ○ ○ ○ ○

299 シータテハ ○

300 キタテハ ○ ○ ○ ○ ○
301 オオムラサキ ○ ○ ○

302 アカタテハ ○ ○ ○ ○ ○
303 クロヒカゲ ○ ○ ○ ○ ○

304 ヒカゲチョウ ○ ○

305 クロコノマチョウ ○ ○ ○

306 ジャノメチョウ ○ ○

307 コジャノメ ○

308 ヒメジャノメ ○ ○ ○

309 サトキマダラヒカゲ ○ ○ ○

310 ヤマキマダラヒカゲ ○ ○

311 ヒメウラナミジャノメ ○ ○ ○ ○ ○
312 ヒメキマダラヒカゲ ○ ○

313 アゲハモドキガ キンモンガ ○

番号 目名 科名 種名

分布
外
来

マキノ 今津 朽木 安曇川 高島 旭

シロチョウ

シジミチョウ

タテハチョウ

ジャノメチョウ

チョウ
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付表 1(5) 高島市域で生息記録のある昆虫類

注：1．種名：種名及び配列は、「日本産野生生物目録―本邦産野生動植物の種の現状―無脊椎動物編Ⅱ」(平成7年、環境庁)による。
2．分布：分布に○がない以下の種は、滋賀県レッドデータブック2010年版において、県全域、比良山地など分布を特定した記

載がないが、高島市域には分布が考えられる種。
ハマスズ,エゾハルゼミ,コエゾゼミ,アカエゾゼミ,フクロクヨコバイ,カワムラナベブタムシ,ゴミアシナガサシ

ガメ,フサヒゲサシガメ,カワラハンミョウ,ヒメシマチビゲンゴロウ,オオセンチコガネ,ミヤマダイコクコガネ,マ
ルエンマコガネ,チドリムネミゾマグソコガネ,ヒラシリブトジョウカイ,マクガタテントウ,ミスジナガクチキムシ,
ヘリウスハナカミキリ,クスベニカミキリ,キイロネクイハムシ,モンスズメバチ,ツヤクロスズメバチ,クロマルハナ
バチ,ヒウラシリアゲ,ビワヒゲユスリカ,キミドリユスリカ,アシマダラユスリカ,ヒメウルワシオドリバエ,オオナ
ガレトビケラ,シンテイトビケラ,ビワコエグリトビケラ,ビワアシエダトビケラ,クロスジヒゲナガトビケラ,ビワア
オヒゲナガトビケラ,モリクサツミトビケラ,オオミノガ,アオイラガ,シルビアシジミ,スキバホウジャク,ムラサキ
シタバ

3．外来種：外来生物法による特定外来生物は「特」、環境省の選定した要注意外来生物は「注」とした。

マ
R
マ

博
マ

今
自

今
発

R
今

博
今

朽
11

朽
22

R
朽

博
朽

安
R
安

博
安

R
高

博
高

R
旭

旭
博
旭

314 オオスカシバ ○
315 スキバホウジャク
316 キイロスズメ ○

317 ガマヨトウ ○

318 ムラサキシタバ
集計 11 78 318 18 155 91 12 22 157 29 151 13 99 10 132 9 1 111

分布
外
来

マキノ 今津 朽木 安曇川 高島 旭
種名番号 目名

スズメガ

ヤガ

チョウ

科名
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付表 2(1) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

1 イヌヤチスギラン ○ ○ ○
2 ミズスギ ○ ○
3 ヒカゲノカズラ ○ ○

4 スギラン ○ ○ ○ ○

5 ヤチスギラン ○ ○
6 トウゲシバ ○ ○
7 イワヒバ クラマゴケ ○
8 スギナ ○ ○
9 イヌスギナ ○
10 イヌドクサ ○
11 ハナヤスリ オオハナワラビ ○ ○
12 ヤマドリゼンマイ ○ ○

13 ゼンマイ ○ ○ ○ ○

14 ヤシャゼンマイ ○
15 オオキジノオ ○ ○
16 キジノオシダ ○ ○
17 ヤマソテツ ○ ○ ○
18 コシダ ○
19 ウラジロ ○ ○ ○
20 フサシダ カニクサ ○

21 コケシノブ コケシノブ
22 イヌシダ ○ ○
23 コバノイシカグマ ○
24 ヒメムカゴシダ ○
25 オオフジシダ ○
26 ワラビ ○ ○ ○
27 シノブ シノブ ○
28 ミズワラビ カラクサシダ ○

29 イノモトソウ オオバノハチジョウシダ ○

30 チャセンシダ トラノオシダ ○
31 シシガシラ シシガシラ ○ ○ ○
32 シノブカグマ ○ ○
33 リョウメンシダ ○
34 ヤブソテツ ○ ○
35 ヒロハヤブソテツ ○ ○
36 シラネワラビ
37 オシダ ○ ○ ○

38 ベニシダ ○ ○ ○ ○
39 タカサゴシダ ○ ○
40 ヌカイタチシダモドキ ○
41 ミヤマベニシダ ○
42 タニヘゴ ○ ○
43 オオイタチシダ ○
44 イワイタチシダ ○

45 ナライシダ ○

46 アイアスカイノデ ○
47 イノデ ○
48 ジュウモンジシダ ○
49 オオバショリマ
50 ハリガネワラビ ○
51 ミヤコイヌワラビ ○ ○
52 ホソバイヌワラビ ○
53 ヘビノネゴザ ○

54 シケチシダ ○

55 シケシダ ○
56 イワヤシダ ○
57 シロヤマシダ ○
58 ウスバミヤマノコギリシダ ○
59 クサソテツ ○ ○
60 イワデンダ ○
61 クラガリシダ ○ ○ ○ ○

62 ホテイシダ ○

63 ノキシノブ ○ ○
64 サジラン
65 ヒメサジラン ○ ○ ○
66 オシャグジデンダ ○ ○
67 ビロードシダ ○
68 ヒメウラボシ オオクボシダ
69 サンショウモ サンショウモ ○ ○

70 アカウキクサ オオアカウキクサ ○ ○ ○ ○ ○

71 イチョウ イチョウ ○
72 モミ ○ ○ ○ ○ ○
73 ヒマラヤスギ ○
74 アカマツ ○ ○ ○ ○ ○
75 ヒメコマツ ○
76 クロマツ ○ ○ ○ ○ ○
77 スギ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 アシウスギ ○ ○

79 ヒノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
80 ネズ ○

ウラボシ

マツ

スギ

ヒノキ

コバノイシカグマ

オシダ

ヒメシダ

メシダ

トクサ

ゼンマイ

キジノオシダ

ウラジロ

安曇 高島 滋
目

ヒカゲノカズラ

ﾏｷﾉ 今津 朽木
分布

番号 科名 種名
旭 外

来
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付表 2(2) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

81 ヒノキ アスナロ ○ ○ ○ ○
82 イヌマキ ○
83 ナギ ○

84 イヌガヤ ハイイヌガヤ ○ ○ ○ ○ ○

85 カヤ ○
86 チャボガヤ ○ ○
87 オニグルミ ○ ○ ○ ○
88 サワグルミ ○ ○ ○
89 ヤマナラシ ○ ○ ○ ○
90 サイコクキツネヤナギ ○ ○
91 アカメヤナギ ○
92 ネコヤナギ ○ ○ ○

93 イヌコリヤナギ ○

94 タチヤナギ ○ ○
95 ヤシャブシ ○ ○ ○ ○
96 ケヤマハンノキ ○
97 ハンノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
98 ヒメヤシャブシ ○ ○ ○
99 オオバヤシャブシ ○ ○ ○
100 サクラバハンノキ ○

101 ミズメ ○ ○

102 サワシバ ○
103 クマシデ ○ ○ ○ ○ ○
104 アカシデ ○ ○ ○ ○ ○ ○
105 イヌシデ ○
106 ツノハシバミ ○ ○ ○ ○ ○
107 クリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
108 ツブラジイ ○ ○ ○ ○ ○

109 スダジイ ○

110 ブナ ○ ○ ○ ○ ○ ○
111 イヌブナ ○ ○ ○
112 シリブカガシ ○
113 アカガシ ○ ○ ○
114 クヌギ ○ ○ ○ ○ ○
115 ナラガシワ ○ ○
116 カシワ ○ ○

117 イチイガシ ○

118 アラカシ ○ ○ ○
119 ミズナラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
120 シラカシ ○ ○ ○ ○ ○
121 ウバメガシ ○
122 ウラジロガシ ○ ○ ○ ○ ○
123 コナラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
124 ツクバネガシ ○ ○

125 アベマキ ○ ○

126 エノキ ○ ○ ○ ○
127 ケヤキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
128 ヒメコウゾ ○
129 クワクサ ○ ○
130 カナムグラ ○ ○ ○ ○ ○ ○
131 ヤマグワ ○
132 ヤブマオ ○
133 カラムシ ○ ○

134 アカソ ○ ○ ○ ○ ○

135 ヤマトキホコリ ○ ○
136 ウワバミソウ ○ ○ ○
137 ムカゴイラクサ ○ ○
138 ミヤマイラクサ ○ ○
139 サンショウソウ ○ ○
140 ミズ ○ ○ ○
141 ツクバネ ○ ○ ○ ○

142 カナビキソウ ○ ○

143 ヤドリギ ヤドリギ ○ ○ ○ ○
144 ミズヒキ ○
145 ハルトラノオ ○ ○
146 サクラタデ ○ ○ ○ ○ ○
147 ホソバイヌタデ ○
148 サイコクヌカボ ○ ○
149 ヤナギヌカボ ○

150 ナガバノウナギツカミ ○ ○

151 オオイヌタデ ○ ○
152 イヌタデ ○ ○ ○ ○
153 サデクサ ○ ○ ○ ○
154 オオネバリタデ ○
155 ヤノネグサ ○ ○
156 イシミカワ ○ ○
157 ハナタデ ○

158 ママコノシリヌグイ ○ ○

159 アキノウナギツカミ ○ ○
160 ヌカボタデ ○ ○

イラクサ

ビャクダン

タデ

カバノキ

ブナ

ニレ

クワ

マキ

イチイ

クルミ

ヤナギ

種名番号 科名
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
分布
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付表 2(3) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

161 ミゾソバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
162 ハルタデ ○
163 オオケタデ ○ ○

164 イタドリ ○ ○ ○ ○ ○

165 スイバ ○ ○ ○ ○
166 ヒメスイバ ○ ○ ○
167 ギシギシ ○ ○ ○
168 マダイオウ ○
169 ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ ○ ○
170 ザクロソウ ザクロソウ ○ ○
171 スベリヒユ スベリヒユ ○ ○
172 オランダミミナグサ ○ ○ ○

173 ミミナグサ ○ ○ ○

174 ナンバンハコベ ○ ○
175 カワラナデシコ ○ ○ ○
176 フシグロセンノウ ○ ○
177 ムシトリナデシコ ○ ○
178 シロバナマンテマ ○ ○
179 マンテマ ○ ○
180 ノミノフスマ ○ ○

181 ウシハコベ ○ ○ ○

182 サワハコベ ○
183 コハコベ ○ ○ ○
184 オオヤマハコベ ○ ○
185 ミドリハコベ ○
186 ミヤマハコベ ○ ○
187 アカザ アカザ ○
188 ヒカゲイノコズチ ○ ○ ○ ○

189 ヒナタイノコズチ ○ ○

190 イヌビユ ○
191 ホオノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
192 コブシ ○ ○ ○ ○ ○
193 タムシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
194 サネカズラ ○
195 マツブサ ○
196 シキミ シキミ ○ ○ ○ ○ ○

197 ロウバイ ロウバイ ○

198 クスノキ ○
199 ヤブニッケイ ○
200 カナクギノキ ○ ○ ○
201 ダンコウバイ ○ ○ ○ ○
202 クロモジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
203 オオバクロモジ ○
204 タブノキ ○ ○ ○ ○

205 シロダモ ○ ○ ○ ○ ○ ○

206 アブラチャン ○ ○ ○ ○
207 シロモジ ○ ○ ○ ○
208 ヤマグルマ ヤマグルマ ○ ○ ○
209 フサザクラ フサザクラ ○ ○ ○
210 カツラ カツラ ○ ○ ○ ○ ○
211 キタヤマブシ ○ ○ ○ ○ ○
212 ルイヨウショウマ ○ ○ ○
213 ニリンソウ ○ ○ ○

214 イチリンソウ ○ ○ ○

215 キクザキイチゲ ○ ○ ○
216 ヒメウズ ○
217 エンコウソウ ○ ○
218 リュウキンカ ○ ○
219 サラシナショウマ ○ ○ ○
220 ボタンヅル ○ ○ ○
221 ハンショウヅル ○ ○ ○

222 クサボタン ○

223 センニンソウ ○ ○
224 トリガタハンショウヅル ○
225 オウレン ○ ○ ○ ○
226 バイカオウレン ○ ○ ○
227 サンインシロカネソウ ○ ○ ○ ○
228 キバナサバノオ ○ ○ ○
229 ウマノアシガタ ○ ○ ○

230 バイカモ ○ ○ ○ ○ ○

231 キツネノボタン ○ ○ ○
232 ミヤマカラマツ
233 アキカラマツ ○ ○
234 メギ ○ ○ ○
235 オオバメギ ○
236 ルイヨウボタン ○ ○ ○
237 サンカヨウ ○ ○ ○ ○

238 トキワイカリソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

239 ゴヨウアケビ ○
240 アケビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クスノキ

キンポウゲ

メギ

アケビ

ナデシコ

ヒユ

モクレン

マツブサ

タデ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
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付表 2(4) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

241 アケビ ミツバアケビ ○ ○ ○
242 アオツヅラフジ ○ ○
243 コウモリカズラ ○

244 ツヅラフジ ○ ○

245 ジュンサイ ○ ○
246 オニバス ○ ○
247 コウホネ ○ ○ ○ ○
248 スイレン ○
249 ヒツジグサ ○ ○ ○
250 マツモ マツモ ○ ○ ○
251 ドクダミ ○ ○ ○ ○ ○
252 ハンゲショウ ○

253 ヒトリシズカ ○ ○

254 フタリシズカ ○ ○ ○
255 ミヤコアオイ ○
256 アツミカンアオイ ○ ○ ○ ○
257 ボタン ヤマシャクヤク ○ ○ ○
258 サルナシ（コクワヅル） ○ ○ ○
259 マタタビ ○ ○ ○
260 ヤブツバキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

261 ユキバタツバキ ○

262 サカキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
263 ヒサカキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
264 ナツツバキ ○ ○ ○
265 モッコク ○ ○
266 チャノキ ○ ○
267 トモエソウ ○ ○
268 オトギリソウ ○ ○ ○ ○

269 コケオトギリ ○ ○

270 ミズオトギリ ○ ○ ○
271 イシモチソウ ○
272 モウセンゴケ ○ ○ ○
273 クサノオウ ○ ○ ○
274 ムラサキケマン ○ ○ ○ ○
275 ヒメエンゴサク ○ ○
276 ミヤマキケマン ○ ○

277 タケニグサ ○ ○

278 ハクサンハタザオ ○ ○ ○
279 ヤマハタザオ ○
280 タチスズシロソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
281 イワハタザオ ○ ○
282 ナズナ ○ ○ ○
283 タデノウミコンロンソウ ○
284 オオケタネツケバナ
285 タネツケバナ ○ ○

286 ヤマタネツケバナ ○ ○
287 マルバコンロンソウ ○ ○
288 ワサビ ○ ○ ○ ○
289 ユリワサビ ○
290 マメグンバイナズナ ○
291 オランダガラシ ○ 不
292 ハマダイコン ○ ○
293 イヌガラシ ○ ○ ○ ○

294 グンバイナズナ ○

295 マンサク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
296 マルバマンサク ○ ○ ○ ○ ○
297 コモチマンネングサ ○ ○
298 メノマンネングサ ○
299 アカショウマ ○ ○
300 トリアシショウマ ○ ○ ○
301 クサアジサイ ○ ○

302 ハナネコノメ ○ ○

303 ホクリクネコノメソウ ○ ○
304 ボタンネコノメソウ ○ ○
305 ツルネコノメソウ ○
306 ネコノメソウ ○ ○
307 ヤマネコノメソウ ○ ○
308 タチネコノメソウ ○ ○
309 ギンバイソウ ○ ○

310 ウツギ ○ ○ ○ ○

311 コアジサイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
312 アジサイ ○
313 ヤマアジサイ ○ ○ ○ ○
314 エゾアジサイ ○
315 ノリウツギ ○ ○ ○ ○ ○
316 ゴトウヅル ○ ○ ○ ○
317 モミジチャルメルソウ ○ ○ ○ ○

318 チャルメルソウ ○ ○

319 コチャルメルソウ ○ ○
320 ウメバチソウ ○

ベンケイソウ

ユキノシタ

モウセンゴケ

ケシ

アブラナ

マンサク

ウマノスズクサ

マタタビ

ツバキ

オトギリソウ

ツヅラフジ

スイレン

ドクダミ

センリョウ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
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付表 2(5) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

321 タコノアシ ○
322 バイカウツギ ○
323 ヤシャビシャク ○ ○ ○ ○

324 ヤグルマソウ ○ ○ ○

325 エチゼンダイモンジソウ ○
326 ダイモンジソウ ○ ○
327 ナメラダイモンジソウ ○
328 ユキノシタ ○ ○ ○ ○ ○ ○
329 イワガラミ ○ ○ ○
330 ズダヤクシュ ○ ○
331 キンミズヒキ ○ ○ ○
332 ヒメキンミズヒキ ○ ○

333 ザイフリボク ○ ○ ○ ○

334 ヤマブキショウマ ○ ○
335 ソメイヨシノ ○
336 エドヒガン（アズマヒガン） ○
337 ヘビイチゴ ○ ○ ○ ○
338 シモツケソウ ○ ○
339 ダイコンソウ ○ ○ ○
340 ヤマブキ ○ ○ ○

341 ズミ ○ ○ ○ ○ ○

342 オオウラジロノキ ○
343 カナメモチ ○ ○
344 ヒメヘビイチゴ ○ ○ ○
345 カワラサイコ ○
346 ミツモトソウ
347 イワキンバイ
348 ミツバツチグリ ○ ○

349 オヘビイチゴ ○

350 ワタゲカマツカ ○
351 カマツカ ○ ○ ○ ○ ○ ○
352 ケカマツカ ○
353 ウワミズザクラ ○ ○ ○ ○ ○ ○
354 キンキマメザクラ ○ ○ ○ ○ ○ ○
355 ヤマザクラ ○ ○ ○ ○ ○ ○
356 ウメ ○ ○

357 エドヒガン ○ ○ ○

358 カスミザクラ ○
359 ヤマナシ ○
360 ノイバラ ○ ○
361 テリハノイバラ ○
362 フユイチゴ ○ ○ ○
363 クマイチゴ ○ ○
364 ミヤマフユイチゴ ○

365 クサイチゴ ○

366 バライチゴ ○ ○
367 ニガイチゴ ○ ○
368 ナガバモミジイチゴ ○ ○ ○ ○
369 ナワシロイチゴ ○ ○
370 コバノフユイチゴ ○ ○ ○
371 コジキイチゴ ○
372 カライトソウ ○ ○
373 ワレモコウ ○ ○

374 アズキナシ ○

375 ナナカマド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
376 ナンキンナナカマド ○ ○ ○
377 ウラジロノキ ○ ○ ○ ○ ○
378 シモツケ ○
379 クサネム ○
380 ネムノキ ○ ○ ○ ○
381 イタチハギ ○ ○ 検

382 ヤブマメ ○ ○

383 レンゲソウ ○
384 ジャケツイバラ ○ ○ ○
385 カワラケツメイ ○ ○
386 フジカンゾウ ○
387 ヌスビトハギ ○ ○ ○ ○ ○
388 ノササゲ ○ ○ ○
389 ツルマメ ○

390 コマツナギ ○ ○

391 ヤハズソウ ○ ○ ○
392 ハマエンドウ ○ ○
393 ヤマハギ ○
394 メドハギ ○ ○
395 ハイメドハギ ○
396 マルバハギ ○ ○ ○ ○
397 ツクシハギ ○

398 ニシキハギ ○

399 ネコハギ ○
400 ミヤコグサ ○ ○

マメ

ユキノシタ

バラ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
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付表 2(6) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

401 ハネミイヌエンジュ ○
402 ウマゴヤシ ○
403 ムラサキウマゴヤシ ○ ○

404 クズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

405 ハリエンジュ ○ ○ 検
406 クララ ○ ○ ○
407 コメツブツメクサ ○ ○ ○
408 ムラサキツメクサ ○
409 アカツメクサ ○ ○ ○
410 シロツメクサ ○ ○ ○
411 クサフジ ○
412 スズメノエンドウ ○ ○

413 カラスノエンドウ ○ ○ ○ ○

414 ヤブツルアズキ ○ ○ ○
415 フジ ○ ○ ○ ○
416 フシネハナカタバミ ○
417 カタバミ ○ ○ ○ ○
418 ミヤマカタバミ ○ ○ ○
419 ゲンノショウコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
420 ミツバフウロ ○ ○ ○

421 ビッチュウフウロ ○ ○ ○

422 ノウルシ ○ ○
423 トウダイグサ ○
424 オオニシキソウ ○ ○
425 ナツトウダイ ○ ○ ○
426 コニシキソウ ○
427 アカメガシワ ○ ○ ○ ○ ○ ○
428 ヤマアイ ○ ○

429 コバンノキ ○

430 シラキ ○ ○
431 ユズリハ ○
432 エゾユズリハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
433 ヒメユズリハ ○ ○
434 マツカゼソウ ○ ○
435 コクサギ ○
436 キハダ ○ ○ ○

437 ミヤマシキミ ○

438 ツルシキミ ○ ○ ○ ○ ○
439 カラスザンショウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
440 アサクラザンショウ ○
441 イヌザンショウ ○ ○
442 ヒメハギ ○ ○ ○
443 ヒナノカンザシ ○
444 ツタウルシ ○ ○ ○ ○

445 ヌルデ ○ ○ ○ ○ ○ ○

446 ヤマハゼ ○ ○ ○
447 ヤマウルシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
448 チドリノキ ○ ○
449 ウリカエデ ○ ○ ○ ○ ○ ○
450 カジカエデ ○
451 ヒトツバカエデ ○ ○ ○
452 ハウチワカエデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
453 コミネカエデ ○ ○ ○ ○

454 イタヤカエデ ○ ○ ○ ○ ○

455 テツカエデ ○ ○ ○
456 イロハモミジ ○ ○
457 オオモミジ ○ ○ ○ ○
458 ヤマモミジ ○ ○ ○
459 ウリハダカエデ ○ ○ ○ ○ ○ ○
460 イタヤメイゲツ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
461 ムクロジ ムクロジ ○

462 トチノキ トチノキ ○ ○ ○

463 アワブキ ○ ○ ○
464 ミヤマハハソ ○
465 キツリフネ ○ ○
466 ツリフネソウ ○ ○ ○ ○
467 イヌツゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
468 フウリンウメモドキ ○ ○
469 オクノフウリンウメモドキ
470 モチノキ ○ ○ ○

471 ヒメモチ ○ ○
472 アオハダ ○ ○
473 ミヤマウメモドキ ○ ○ ○ ○
474 ソヨゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○
475 ウメモドキ ○ ○
476 アカミノイヌツゲ ○ ○ ○ ○
477 ウシカバ ○

478 イワウメヅル ○

479 ツルウメモドキ ○ ○ ○
480 コマユミ ○ ○ ○ ○ ○

モチノキ

ニシキギ

ウルシ

カエデ

アワブキ

ツリフネソウ

トウダイグサ

ユズリハ

ミカン

ヒメハギ

マメ

カタバミ

フウロソウ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
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付表 2(7) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

481 コバマユミ ○
482 オオコマユミ ○
483 ムラサキマユミ ○ ○ ○

484 ツリバナ ○

485 マユミ ○ ○ ○ ○
486 ゴンズイ ○
487 ミツバウツギ ○ ○
488 ヒメツゲ ○
489 ツゲ ○ ○
490 クロタキカズラ クロタキカズラ ○
491 ホナガクマヤナギ ○ ○
492 イソノキ ○ ○ ○

493 ケケンポナシ ○

494 クロウメモドキ ○
495 ノブドウ ○ ○ ○ ○
496 ヤブガラシ ○ ○ ○
497 ツタ ○ ○ ○
498 エビヅル ○ ○
499 サンカクヅル ○
500 カラスノゴマ ○ ○

501 シナノキ ○ ○ ○ ○

502 カラスシキミ ○
503 ジンチョウゲ ○
504 オニシバリ ○
505 ミツマタ ○
506 ツルグミ ○
507 トウグミ ○
508 ナワシログミ ○ ○

509 アキグミ ○

510 オオバキスミレ ○ ○ ○ ○ ○
511 エイザンスミレ
512 ツルタチツボスミレ ○
513 タチツボスミレ ○ ○ ○ ○ ○
514 コタチツボスミレ ○ ○ ○
515 コスミレ ○
516 オオタチツボスミレ ○ ○ ○

517 スミレ ○ ○ ○ ○

518 ニオイタチツボスミレ ○
519 ニオイスミレ ○ ○
520 ホソバシロスミレ
521 フモトスミレ ○
522 ヒゴスミレ ○
523 スミレサイシン ○ ○ ○ ○ ○
524 ツボスミレ ○ ○ ○ ○

525 シハイスミレ ○ ○ ○

526 キブシ キブシ ○ ○ ○ ○
527 ゴキヅル ○
528 アマチャヅル ○ ○
529 アレチウリ ○ 特
530 カラスウリ ○ ○
531 キカラスウリ ○
532 ヒメミソハギ ○ ○
533 サルスベリ ○

534 ミソハギ ○ ○ ○ ○

535 キカシグサ ○
536 ミズマツバ ○
537 ヒメビシ ○
538 ヒシ ○ ○ ○
539 ミズタマソウ ○ ○
540 アカバナ ○ ○
541 チョウジタデ ○

542 ウスゲチョウジタデ ○

543 メマツヨイグサ ○ ○ 不
544 オオマツヨイグサ ○ ○
545 コマツヨイグサ ○ 不
546 マツヨイグサ ○
547 アリノトウグサ ○ ○
548 オオフサモ ○ ○ 特
549 ホザキノフサモ ○

550 フサモ ○

551 ウリノキ ウリノキ ○ ○ ○
552 アオキ ○ ○ ○
553 ヒメアオキ ○ ○ ○ ○ ○
554 ヤマボウシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
555 ミズキ ○ ○ ○ ○ ○
556 クマノミズキ ○
557 ハナイカダ ○ ○ ○

558 ケヤマウコギ ○ ○

559 コシアブラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
560 ヤマウコギ ○ ○ ○

ミズキ

ウコギ

ミソハギ

ヒシ

アカバナ

アリノトウグサ

ジンチョウゲ

グミ

スミレ

ウリ

ツゲ

クロウメモドキ

ブドウ

シナノキ

ニシキギ

ミツバウツギ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
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付表 2(8) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

561 ウド ○ ○ ○
562 タラノキ ○ ○ ○ ○ ○
563 タカノツメ ○ ○ ○ ○

564 キヅタ ○

565 トチバニンジン ○ ○ ○
566 ミヤマトウキ ○
567 シラネセンキュウ ○ ○ ○
568 シシウド ○ ○
569 シャク ○ ○ ○ ○
570 セントウソウ ○
571 ドクゼリ ○ ○ ○
572 ミツバ ○ ○ ○

573 オオチドメ ○

574 チドメグサ ○ ○
575 セリ ○ ○ ○ ○ ○
576 ヤブニンジン ○ ○
577 カワラボウフウ ○ ○
578 ウマノミツバ ○ ○
579 ヤブジラミ ○ ○
580 イワカガミ ○

581 オオイワカガミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

582 イワウチワ ○ ○
583 トクワカソウ ○ ○
584 リョウブ リョウブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
585 ウメガサソウ ○
586 シャクジョウソウ ○ ○ ○
587 アキノギンリョウソウ ○ ○
588 ギンリョウソウ ○ ○ ○ ○

589 イチヤクソウ ○ ○ ○

590 サラサドウダン ○ ○ ○
591 ベニドウダン ○ ○
592 ドウダンツツジ ○
593 イワナシ ○ ○ ○ ○ ○
594 アカモノ ○ ○
595 ハナヒリノキ ○ ○ ○ ○
596 ネジキ ○ ○ ○ ○ ○

597 ウスギヨウラク ○ ○ ○ ○ ○ ○

598 アセビ ○ ○ ○ ○
599 ツクシシャクナゲ ○
600 ホンシャクナゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
601 サツキ ○ ○ ○
602 レンゲツツジ ○ ○ ○ ○ ○
603 ヒカゲツツジ
604 モチツツジ ○

605 サイゴクミツバツツジ ○ ○ ○

606 ユキグニミツバツツジ ○ ○ ○
607 ヤマツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○
608 シロヤシオ
609 コバノミツバツツジ ○ ○
610 オオコメツツジ ○ ○ ○ ○ ○
611 ホツツジ ○ ○ ○ ○ ○ ○
612 シャシャンボ ○
613 ウスノキ ○ ○

614 アクシバ ○ ○ ○ ○ ○

615 ナツハゼ ○ ○ ○ ○
616 スノキ ○
617 カラタチバナ ○ ○
618 ヤブコウジ ○ ○ ○ ○ ○
619 オカトラノオ ○ ○ ○
620 コナスビ ○ ○ ○ ○ ○
621 ヤナギトラノオ ○ ○ ○

622 クサレダマ ○ ○

623 オオバアサガラ ○ ○ ○
624 エゴノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
625 ハクウンボク ○
626 コハクウンボク ○ ○
627 サワフタギ ○ ○ ○
628 タンナサワフタギ ○ ○ ○ ○ ○ ○
629 クロミノニシゴリ ○

630 トネリコ ○

631 アオダモ ○ ○ ○
632 ウラゲオオトネリコ ○
633 マルバアオダモ ○
634 イボタノキ ○ ○
635 リンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
636 エゾリンドウ ○ ○ ○ ○
637 フデリンドウ ○

638 アケボノソウ ○ ○

639 センブリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
640 ツルリンドウ ○ ○ ○ ○

リンドウ

サクラソウ

エゴノキ

ハイノキ

モクセイ

イワウメ

イチヤクソウ

ツツジ

ヤブコウジ

ウコギ

セリ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭



220

付表 2(9) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

641 ミツガシワ ミツガシワ ○ ○ ○ ○
642 テイカカズラ ○ ○ ○
643 ツルニチニチソウ ○

644 イケマ ○

645 コバノカモメヅル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
646 ジョウシュウカモメヅル ○
647 コイケマ ○ ○
648 オオカモメヅル ○
649 クルマバソウ ○
650 ヤエムグラ ○ ○
651 ヨツバムグラ ○ ○
652 オククルマムグラ ○ ○

653 クルマムグラ ○

654 カワラマツバ ○ ○ ○
655 ハシカグサ ○
656 ツルアリドオシ ○ ○ ○ ○ ○
657 ヤイトバナ ○ ○ ○ ○
658 アカネ ○ ○
659 ハナヤエムグラ ○
660 コヒルガオ ○

661 ヒルガオ ○ ○

662 ハマヒルガオ ○ ○ ○ ○ ○
663 ネナシカズラ ○
664 ハナイバナ ○
665 オニルリソウ ○
666 ヤマルリソウ ○ ○
667 ミズタビラコ ○ ○ ○ ○
668 キュウリグサ ○ ○ ○

669 ムラサキシキブ ○ ○ ○ ○ ○

670 ヤブムラサキ ○ ○
671 カリガネソウ ○ ○
672 クサギ ○ ○ ○ ○ ○
673 クマツヅラ ○
674 アワゴケ ○
675 ミズハコベ ○
676 カワミドリ ○ ○

677 キランソウ ○ ○ ○

678 ニシキゴロモ ○
679 ジャコウソウ ○ ○ ○
680 クルマバナ ○ ○ ○
681 トウバナ ○ ○ ○
682 ヤマトウバナ ○ ○ ○
683 ナギナタコウジュ ○ ○
684 ミズネコノオ ○ ○

685 ミズトラノオ ○ ○ ○ ○

686 カキドオシ ○ ○ ○ ○ ○
687 ホトケノザ ○ ○ ○ ○
688 オドリコソウ ○ ○
689 ヒメオドリコソウ ○ ○ ○ ○
690 テンニンソウ ○ ○ ○ ○
691 ミカエリソウ ○ ○ ○
692 シロネ ○ ○
693 ヒメシロネ ○ ○ ○ ○ ○

694 コシロネ ○

695 ラショウモンカズラ ○ ○ ○ ○
696 ハッカ ○
697 ヒメジソ ○
698 ヤマジソ ○
699 イヌコウジュ ○ ○ ○
700 レモンエゴマ ○ ○
701 ウツボグサ ○ ○ ○ ○

702 ヤマハッカ ○

703 ヒキオコシ ○ ○
704 アキチョウジ ○ ○ ○ ○
705 クロバナヒキオコシ ○ ○ ○ ○ ○
706 アキギリ ○ ○ ○ ○
707 ヤマジノタツナミソウ ○ ○ ○
708 オカタツナミソウ ○ ○
709 ヒメナミキ ○

710 デワノタツナミソウ ○ ○ ○ ○

711 ヤマタツナミソウ
712 エゾタツナミソウ ○
713 イヌゴマ ○
714 ニガクサ ○ ○
715 クコ ○ ○
716 アオホオズキ ○ ○ ○
717 ワルナスビ ○ 不

718 ヒヨドリジョウゴ ○ ○

719 マルバノホロシ ○ ○
720 オオマルバノホロシ ○

シソ

ナス

ヒルガオ

ムラサキ

クマツヅラ

アワゴケ

キョウチクトウ

ガガイモ

アカネ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
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付表 2(10) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

721 ナス ハダカホオズキ ○ ○
722 マルバノサワトウガラシ ○ ○ ○ ○
723 サワトウガラシ ○

724 ミヤマコゴメグサ ○ ○

725 シソクサ ○ ○
726 アゼナ ○
727 サギゴケ ○
728 トキワハゼ ○ ○ ○
729 ミヤマママコナ ○ ○ ○ ○
730 ママコナ ○ ○
731 スズメノハコベ ○
732 ミゾホオズキ ○ ○ ○ ○

733 クチナシグサ ○

734 シオガマギク ○
735 コシオガマ ○ ○
736 ヒナノウスツボ ○ ○
737 サツキヒナノウスツボ
738 ビロードモウズイカ ○ ○
739 タチイヌノフグリ ○ ○ ○
740 ヒヨクソウ ○ ○

741 サンインクワガタ ○ ○

742 オオイヌノフグリ ○ ○ ○ ○ ○
743 カワヂシャ ○ ○
744 ノウゼンカズラ キリ ○ ○ ○ ○
745 キツネノマゴ ○ ○
746 ハグロソウ ○ ○
747 スズムシバナ ○
748 ユキミバナ ○ ○ ○

749 イワタバコ イワタバコ ○ ○

750 ハマウツボ ナンバンギセル ○
751 タヌキモ ○
752 ミミカキグサ ○ ○ ○ ○
753 ホザキノミミカキグサ ○
754 フサタヌキモ ○
755 ムラサキミミカキグサ ○ ○
756 ハエドクソウ ハエドクソウ ○ ○

757 オオバコ ○ ○ ○ ○

758 ヘラオオバコ ○ 不
759 コツクバネウツギ ○ ○
760 キバナツクバネウツギ ○
761 ツクバネウツギ ○ ○ ○ ○ ○
762 ミヤマウグイスカグラ ○
763 スイカズラ ○ ○ ○
764 ソクズ ○ ○

765 ニワトコ ○ ○ ○ ○ ○ ○

766 ガマズミ ○ ○ ○ ○
767 コバノガマズミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
768 オオカメノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
769 ヤブデマリ ○ ○ ○ ○
770 ゴマギ ○ ○
771 ミヤマシグレ ○ ○ ○
772 ミヤマガマズミ ○ ○ ○ ○ ○
773 タニウツギ ○ ○ ○ ○ ○

774 シロバナタニウツギ ○

775 オミナエシ ○ ○ ○ ○
776 オトコエシ ○ ○ ○ ○ ○
777 ツルカノコソウ ○ ○ ○
778 ノヂシャ ○ ○
779 マツムシソウ ナベナ
780 ツリガネニンジン ○ ○ ○ ○ ○ ○
781 ホタルブクロ ○ ○

782 ツルニンジン ○ ○ ○

783 ミゾカクシ ○
784 サワギキョウ ○ ○
785 タニギキョウ ○ ○ ○
786 キキョウ ○ ○ ○
787 キキョウソウ ○
788 ノブキ ○ ○
789 モミジハグマ ○ ○

790 キッコウハグマ ○

791 ブタクサ ○ 不
792 カワラハハコ ○ ○
793 チョウジギク ○ ○ ○ ○
794 カワラヨモギ ○ ○
795 ヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
796 ハマヨモギ ○
797 シロヨメナ ○ ○ ○

798 ノコンギク ○ ○ ○

799 ゴマナ ○ ○ ○ ○
800 シラヤマギク ○ ○ ○

キキョウ

キク

タヌキモ

オオバコ

スイカズラ

オミナエシ

ゴマノハグサ

キツネノマゴ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭
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付表 2(11) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

801 アメリカセンダングサ ○ ○ ○ ○ ○ 不
802 コセンダングサ ○ 不
803 モミジガサ ○ ○

804 ウスゲタマブキ ○ ○

805 オオカニコウモリ ○ ○ ○
806 タイミンガサ ○ ○ ○ ○
807 シロバナヒレアザミ ○
808 コヤブタバコ ○
809 ガンクビソウ ○
810 サジガンクビソウ ○ ○
811 モリアザミ ○ ○
812 ノアザミ ○ ○ ○ ○

813 カガノアザミ ○ ○ ○

814 ナガエノアザミ ○ ○ ○ ○ ○
815 カツラカワアザミ ○ ○
816 キセルアザミ ○ ○
817 オオアレチノギク ○ 不
818 オオキンケイギク ○ ○ 特
819 ベニバナボロギク ○ ○
820 ダンドボロギク ○ ○

821 ヒメジョオン ○ ○ 不

822 ヒメムカシヨモギ ○ 不
823 ハルジオン ○ ○ 不
824 ヒヨドリバナ ○ ○ ○
825 ハコネヒヨドリ ○
826 ヨツバヒヨドリ ○ ○ ○
827 フジバカマ ○
828 サワヒヨドリ ○ ○

829 ツワブキ ○

830 ハハコグサ ○ ○ ○ ○
831 チチコグサ ○
832 ウスベニチチコグサ ○
833 ヤマジノギク ○ ○ ○
834 スイラン ○
835 ブタナ ○ ○ 不
836 カセンソウ ○ ○

837 オオジシバリ ○ ○ ○ ○

838 ニガナ ○ ○ ○ ○
839 シロバナニガナ ○
840 イワニガナ (ジシバリ、ヒメジシバリ) ○ ○ ○
841 ユウガギク ○ ○
842 ヨメナ ○ ○ ○ ○
843 アキノノゲシ ○ ○ ○ ○
844 ヤマニガナ ○ ○

845 コオニタビラコ ○

846 ヤブタビラコ ○
847 オタカラコウ ○
848 ミヤマヨメナ ○ ○ ○ ○
849 クルマバハグマ ○ ○ ○
850 コウヤボウキ ○ ○ ○
851 フキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
852 コウゾリナ ○ ○ ○ ○
853 オオニガナ ○ ○ ○ ○ ○

854 シュウブンソウ ○ ○

855 キヌガサギク ○ ○
856 ミヤコアザミ ○
857 サワオグルマ ○ ○ ○
858 ノボロギク ○
859 タムラソウ ○ ○ ○
860 コメナモミ ○ ○
861 メナモミ ○

862 セイタカアワダチソウ ○ ○ ○ 知

863 オオアワダチソウ ○ ○ 不
864 アキノキリンソウ ○ ○ ○
865 ノゲシ ○ ○
866 ヤブレガサ ○
867 ハバヤマボクチ ○
868 キクバヤマボクチ ○ ○ ○ ○
869 ヤマボクチ ○

870 シロバナタンポポ ○ ○

871 セイタカタンポポ ○
872 カンサイタンポポ ○ ○ ○
873 セイヨウタンポポ ○ ○ 不
874 オオオナモミ ○ 不
875 オナモミ ○ ○
876 ヤクシソウ ○ ○ ○
877 オニタビラコ ○ ○

878 ヘラオモダカ ○ ○

879 アギナシ ○ ○
880 トチカガミ ヤナギスブタ ○

キク

オモダカ

番号 科名 種名

分布
滋
目

外
来
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付表 2(12) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

881 オオカナダモ ○ ○ ○ 知
882 コカナダモ ○ ○ ○ 知
883 クロモ ○ ○

884 セキショウモ ○

885 ネジレモ ○ ○ ○ ○
886 コウガイモ ○ ○
887 エビモ ○ ○
888 ヒルムシロ ○ ○
889 フトヒルムシロ ○ ○ ○ ○
890 センニンモ ○ ○
891 ササバモ ○
892 オヒルムシロ ○ ○

893 ヤナギモ ○ ○ ○ ○

894 ヒロハノエビモ ○
895 イバラモ イバラモ ○
896 ノギラン ○ ○ ○ ○ ○
897 ノビル ○
898 ギョウジャニンニク ○
899 シライトソウ ○ ○
900 ホウチャクソウ ○ ○ ○

901 チゴユリ ○ ○ ○

902 カタクリ ○ ○ ○
903 ショウジョウバカマ ○ ○ ○ ○
904 ヤブカンゾウ ○ ○ ○ ○
905 ノカンゾウ ○ ○ ○
906 ニッコウキスゲ ○ ○ ○
907 トウギボウシ ○
908 ヤマユリ
909 ウバユリ ○ ○ ○ ○

910 ササユリ ○ ○
911 オニユリ ○ ○
912 ヤブラン ○ ○ ○ ○
913 マイヅルソウ ○ ○ ○
914 キンコウカ ○ ○ ○ ○ ○
915 ジャノヒゲ ○ ○ ○ ○
916 ツクバネソウ ○ ○ ○

917 ナルコユリ ○

918 ミヤマナルコユリ ○ ○
919 オオナルコユリ ○ ○ ○ ○
920 アマドコロ ○ ○ ○ ○
921 ツルボ ○ ○
922 ユキザサ ○ ○ ○ ○
923 サルトリイバラ ○ ○ ○ ○ ○ ○
924 タチシオデ ○

925 シオデ ○ ○

926 イワショウブ ○ ○
927 ヤマジノホトトギス ○ ○ ○ ○ ○ ○
928 タマガワホトトギス
929 エンレイソウ ○ ○ ○
930 バイケイソウ ○ ○ ○
931 オオシュロソウ ○
932 ヒガンバナ ○ ○ ○ ○
933 キツネノカミソリ ○ ○ ○

934 ヤマノイモ ○ ○ ○ ○ ○

935 ウチワドコロ ○
936 カエデドコロ ○
937 キクバドコロ ○
938 ヒメドコロ ○
939 オニドコロ ○ ○
940 ホテイアオイ ○ ○ 知
941 ミズアオイ ○ ○

942 コナギ ○ ○ ○

943 ヒメヒオウギズイセン ○ ○
944 ハナショウブ ○
945 ノハナショウブ ○ ○ ○ ○ ○
946 ヒメシャガ ○ ○ ○ ○ ○
947 シャガ ○ ○ ○ ○ ○ ○
948 カキツバタ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
949 キショウブ ○ ○

950 ニワゼキショウ ○ ○ ○ ○

951 イ ○ ○ ○
952 アオコウガイゼキショウ ○
953 クサイ ○ ○ ○
954 スズメノヤリ ○ ○
955 ヤマスズメノヒエ ○
956 ヌカボシソウ ○
957 ツユクサ ○ ○ ○ ○ ○

958 イボクサ ○ ○

959 ホシクサ ○ ○
960 イトイヌノヒゲ ○

ツユクサ

ホシクサ

ヤマノイモ

ミズアオイ

アヤメ

イグサ

トチカガミ

ヒルムシロ

ユリ

ヒガンバナ
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分布
滋
目

外
来

ﾏｷﾉ 今津 朽木 安曇 高島 旭



224

付表 2(13) 高島市域で生育記録のある植物

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

961 ホシクサ ニッポンイヌノヒゲ ○
962 カモジグサ ○ ○ ○
963 ヒメコヌカグサ
964 ハナヌカススキ ○

965 スズメノテッポウ ○
966 メリケンカルカヤ ○ 不
967 コブナグサ ○ ○ ○
968 ウスゲトダシバ ○
969 ヒロハノコヌカグサ ○ ○
970 コバンソウ ○ ○ ○
971 ヒメコバンソウ ○ ○ ○
972 ホガエリガヤ ○ ○

973 ヤマアワ ○

974 ヒメノガリヤス ○
975 ジュズダマ ○ ○
976 コメススキ ○ ○
977 メヒシバ ○ ○ ○
978 アブラススキ ○ ○
979 タイヌビエ ○
980 オヒシバ ○

981 トボシガラ ○

982 ムツオレグサ ○
983 ウキガヤ ○
984 ヒロハノドジョウツナギ ○
985 チゴザサ ○ ○
986 トウササクサ ○ ○ ○
987 コメガヤ ○ ○
988 ササガヤ ○

989 アシボソ ○

990 イブキヌカボ ○ ○ ○
991 オオヒゲナガカリヤスモドキ ○
992 オギ ○ ○
993 ススキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
994 カリヤス ○ ○ ○
995 コシノネズミガヤ ○
996 キダチネズミガヤ ○

997 コチヂミザサ ○ ○ ○ ○ ○

998 ヌカキビ ○ ○
999 チカラシバ ○
1000 ヨシ ○ ○ ○ ○ ○
1001 ツルヨシ ○ ○ ○
1002 セイタカヨシ ○
1003 マダケ ○ ○ ○ ○
1004 ハチク ○

1005 モウソウチク ○ ○ ○ ○

1006 スズメノカタビラ ○
1007 アオイチゴツナギ ○
1008 ヌメリグサ ○
1009 チマキザサ ○
1010 イブキザサ ○ ○
1011 イヌアワ ○ ○
1012 アキノエノコログサ ○
1013 キンエノコロ ○ ○

1014 エノコログサ ○ ○ ○ ○

1015 ムラサキエノコロ ○
1016 マコモ ○ ○ ○ ○
1017 オニシバ ○
1018 ショウブ ○ ○
1019 セキショウ ○ ○
1020 アシウテンナンショウ ○
1021 ヒトツバテンナンショウ
1022 コウライテンナンショウ ○

1023 マムシグサ ○ ○ ○
1024 ウラシマソウ ○
1025 カラスビシャク ○
1026 ザゼンソウ ○ ○ ○ ○ ○
1027 ヒメザゼンソウ ○ ○ ○ ○ ○
1028 アオウキクサ ○ ○
1029 ウキクサ ○ ○ ○

1030 ミクリ ○ ○ ○ ○ ○

1031 ナガエミクリ ○ ○ ○ ○
1032 ヒメミクリ ○ ○
1033 ヒメガマ ○
1034 ガマ ○ ○ ○ ○
1035 イトハナビテンツキ ○
1036 ショウジョウスゲ ○
1037 アオスゲ ○

1038 ハリガネスゲ ○

1039 オニスゲ ○
1040 アゼナルコ ○

ウキクサ

ミクリ

ガマ

カヤツリグサ

イネ

サトイモ

番号 科名 種名

分布
滋
目
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付表 2(14) 高島市域で生育記録のある植物

注：1．種名：種名及び配列は、基本的に「植物目録」（昭和62年 環境庁）による。
2．分布：分布に○がない以下の種は、滋賀県レッドデータブック2010年版において、県全域、比良山地など分布を特定した

記載がないが、高島市域には分布が考えられる種。
コケシノブ,シラネワラビ,オオバショリマ,サジラン,オオクボシダ,ミヤマカラマツ,オオケタネツケバナ,ミツ
モトソウ,イワキンバイ,オクノフウリンウメモドキ,エイザンスミレ,ホソバシロスミレ,ヒカゲツツジ,シロヤシ
オ,ヤマタツナミソウ,サツキヒナノウスツボ,ナベナ,ヤマユリ,タマガワホトトギス,ヒメコヌカグサ,ヒトツバ
テンナンショウ,ジガバチソウ

3．外来種：外来生物法による特定外来生物は「特」。また、環境省の選定した要注意外来生物のうち「知」：被害に係る一定
の知見はあり、引き続き特定外来生物等への指定の適否について検討する外来生物、「不」：被害に係る知見が不
足しており、引き続き情報の集積に努める外来生物、「検」：別途総合的な検討を進める緑化植物。

マ
R
マ

今
自

今
発

R
今

朽
11

朽
22

朽
植

R
朽

安
R
安

高
植

R
高

旭
R
旭

1041 カサスゲ ○ ○
1042 ミヤマジュズスゲ ○ ○
1043 ヤマテキリスゲ ○
1044 オクノカンスゲ ○ ○ ○

1045 ハバビロスゲ ○

1046 ヒロバスゲ ○
1047 アオバスゲ ○
1048 ヒゴクサ ○
1049 ナキリスゲ ○
1050 ヤガミスゲ ○
1051 ゴウソ ○ ○ ○
1052 ホソバカンスゲ ○
1053 キンキカサスゲ ○

1054 タヌキラン ○ ○ ○

1055 タガネソウ ○
1056 ニシノホンモンジスゲ ○ ○
1057 モエギスゲ ○
1058 オニナルコスゲ ○ ○
1059 ヒメクグ ○
1060 タマガヤツリ ○
1061 ヒナガヤツリ ○
1062 コアゼガヤツリ ○

1063 コゴメガヤツリ ○

1064 カヤツリグサ ○
1065 オオシロガヤツリ ○
1066 ウシクグ ○
1067 ハリイ ○
1068 ヌマハリイ ○ ○ ○
1069 シカクイ ○
1070 コアゼテンツキ ○

1071 ヒデリコ ○

1072 ヤマイ ○

1073 オオイヌノハナヒゲ ○ ○ ○
1074 フトイ ○
1075 シカクホタルイ ○
1076 アブラガヤ ○ ○ ○ ○
1077 ウキヤガラ ○
1078 ミカワシンジュガヤ ○
1079 コシンジュガヤ ○ ○

1080 ショウガ ミョウガ ○ ○ ○

1081 エビネ ○ ○

1082 ナツエビネ ○ ○ ○
1083 サルメンエビネ ○
1084 ギンラン ○ ○ ○
1085 ユウシュンラン ○
1086 キンラン ○ ○ ○
1087 サイハイラン ○ ○
1088 トケンラン ○ ○

1089 シュンラン ○ ○ ○

1090 サワラン（アサヒラン） ○
1091 カキラン ○ ○ ○ ○ ○
1092 ツチアケビ ○ ○
1093 オニノヤガラ ○ ○ ○ ○
1094 アケボノシュスラン ○ ○ ○
1095 シュスラン ○
1096 ノビネチドリ ○ ○
1097 サギソウ ○ ○ ○ ○

1098 ミズトンボ ○ ○ ○ ○

1099 ジガバチソウ
1100 クモキリソウ ○ ○ ○
1101 コケイラン ○
1102 ジンバイソウ ○ ○
1103 ミズチドリ ○ ○ ○
1104 オオバノトンボソウ ○ ○
1105 コバノトンボソウ ○
1106 トキソウ ○ ○ ○

1107 ネジバナ ○ ○

1108 トンボソウ ○
集計 160 1108 183 35 287 63 46 76 46 494 52 87 10 691 15 244 21 414 26

カヤツリグサ

ラン

番号 科名 種名
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リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基

準にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて作

製しています。


